
(57)【要約】

【課題】外部光の利用効率を高めて反射輝度をさらに上

昇させる半透過型または反射型液晶表示装置を提供する

。

【解決手段】本発明による半透過型または反射型液晶表

示装置の上部に、反射偏光板、λ／４位相差板、及び機

能性透明基板を順に設ける。または、λ／４位相差板、

選択的円偏光透過反射層、及び機能性透明基板を順に設

ける。特に、機能性透明基板の上面が、第１面と、好ま

しくはコレステリック液晶層を含む第２面とを有する。

それにより、λ／４位相差板または選択的円偏光透過反

射層から機能性透明基板に入射する光の一部が第１面と

第２面とで続けて反射され、第２のλ／４位相差板また

は選択的円偏光透過反射層に再び入射する。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 示 パ ネ ル 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 入 射 す る 外 部 光 の う ち 、 第 １ 方 向 の
線 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 第 １ 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 線 偏 光 は 反 射 す る 反 射 偏 光 板 、
　 前 記 反 射 偏 光 板 の 上 に 設 け ら れ て い る λ ／ ４ 位 相 差 板 、 及 び 、
　 上 面 に 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 面 を 有 し 、 前 記 λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ て
い る 機 能 性 透 明 基 板 、
を 備 え る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 反 射 偏 光 板 と 前 記 表 示 パ ネ ル と の 間 に 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 が 設 け ら れ て い る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 と 前 記 反 射 偏 光 板 と の 間 に 吸 収 型 偏 光 板 が 設 け ら れ て い る 、
請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 下 部 に 下 部 偏 光 板 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 下 部 偏 光 板 と 前 記 表 示 パ ネ ル と の 間 に 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 が 設 け ら れ て い る 、 請 求
項 ４ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 反 射 偏 光 板 が 、 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ （ Dual　 Brightness　 Enhancement  Film） 、 ま た は 、 微
細 な 線 状 パ タ ー ン を 用 い た 偏 光 素 子 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 下 に バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル 、 前 記 反 射 偏 光 板 、 前 記 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 及 び 前 記 機 能 性 透 明 基 板 が 互
い に 粘 着 剤 で 接 着 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 と 前 記 λ ／ ４ 位 相 差 板 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ 、 前 記 空 間 に 、 前 記
機 能 性 透 明 基 板 の 屈 折 率 と 前 記 λ ／ ４ 位 相 差 板 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を 有 す る 媒 体 が
充 填 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 媒 体 が 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル が 液 晶 セ ル を 含 み 、 前 記 液 晶 セ ル が 、 捩 れ ネ マ チ ッ ク （ Ｔ Ｎ ） 型 、 垂 直
配 向 （ Ｖ Ａ ） 型 、 Ｅ Ｃ Ｂ （ Electrically　 Controlled　 Birefringence） 型 、 ま た は Ｉ Ｐ
Ｓ （ In　 Plain  Switching） 型 の い ず れ か で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 が プ リ ズ ム 形 状 を 有 し 、 前 記 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 面
が 前 記 プ リ ズ ム 形 状 の 一 面 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 λ ／ ４ 位 相 差 板 か ら 前 記 機 能 性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 、 前 記 コ レ ス テ リ ッ
ク 液 晶 層 を 含 む 面 、 及 び そ の 面 と は 異 な る 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 部 分 で 続 け て 反 射 さ
れ て 前 記 λ ／ ４ 位 相 差 板 に 再 び 入 射 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 形 成 さ れ 、 前 記 上 面 の 頂 点 を 通
る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 前 記 下 面 の 頂 点 を 通 る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 か ら ず れ て い る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
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【 請 求 項 １ ５ 】
　 表 示 パ ネ ル 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 上 に 形 成 さ れ て い る 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 前 記 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 １ 方 向 の 線 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 第 １ 方
向 と 直 交 す る 方 向 の 線 偏 光 は 反 射 す る 反 射 偏 光 板 、
　 前 記 反 射 偏 光 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 上 面 に 、 第 １ 面 、 及 び 、 特 定 の 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 特 定 の 偏 光 以 外 の 光 は 反 射 す る 第
２ 面 、 を 含 み 、 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 機 能 性 透 明 基 板 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 下 に 設 け ら れ て い る 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 並 び に 、
　 前 記 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 の 下 に 設 け ら れ て い る 下 部 偏 光 板 、
を 備 え る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 ２ 面 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 と 前 記 反 射 偏 光 板 と の 間 に 上 部 偏 光 板 が 設 け ら れ て い る 、 請
求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 反 射 偏 光 板 が 、 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 、 ま た は 、 微 細 な 線 状 パ タ ー ン を 利 用 し た 偏 光 素 子 で あ る
、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 下 部 偏 光 板 の 下 に バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 、 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、 前 記 反 射 偏 光 板 、 前 記 第 １ の λ ／ ４
位 相 差 板 、 前 記 表 示 パ ネ ル 、 前 記 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 及 び 前 記 下 部 偏 光 板 が 互 い に 粘 着
剤 で 接 着 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 と 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ 、 前 記 空 間 に
、 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 屈 折 率 と 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を
有 す る 媒 体 が 充 填 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 媒 体 が 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で あ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 ２ 面 が 、 右 円 偏 光 ま た は 左 円 偏 光 の い ず れ か 一 方 を 透 過 さ せ 、 他 方 を 反 射 す る 、
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 ２ 面 と が プ リ ズ ム 形 状 を 成 す 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 か ら 前 記 機 能 性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 、 前 記 第 １ 面
と 前 記 第 ２ 面 と で 続 け て 反 射 さ れ て 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 に 再 び 入 射 す る 、 請 求 項 １
５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 形 成 さ れ 、 前 記 上 面 の 頂 点 を 通
る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 前 記 下 面 の 頂 点 を 通 る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 か ら ず れ て い る
、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 表 示 パ ネ ル 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ て い る 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 前 記 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 １ 方 向 の 線 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 第 １ 方
向 と 直 交 す る 方 向 の 線 偏 光 は 反 射 す る 反 射 偏 光 板 、
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　 前 記 反 射 偏 光 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、 並 び に 、
　 上 面 に 、 第 １ 面 、 及 び 、 特 定 の 偏 光 は 透 過 さ せ 、 そ の 他 の 光 は 反 射 す る 第 ２ 面 、 を 含 み
、 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 機 能 性 透 明 基 板 、
を 備 え る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 第 ２ 面 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 ２ 面 が 、 右 円 偏 光 ま た は 左 円 偏 光 の い ず れ か 一 方 は 透 過 さ せ 、 他 方 は 反 射 す る 、
請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 ２ 面 と が プ リ ズ ム 形 状 を 成 す 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 形 成 さ れ 、 前 記 上 面 の 頂 点 を 通
る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 前 記 下 面 の 頂 点 を 通 る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 か ら ず れ て い る
、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 か ら 前 記 機 能 性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 前 記 第 １ 面 と
前 記 第 ２ 面 と で 続 け て 反 射 さ れ て 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 に 再 び 入 射 す る 、 請 求 項 ２ ７
に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 と 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ 、 前 記 空 間 に
、 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 屈 折 率 と 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を
有 す る 媒 体 が 充 填 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 媒 体 が 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で あ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 表 示 パ ネ ル 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 入 射 す る 外 部 光 の う ち 、 第 １ 方 向 の
円 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 第 １ 方 向 と 反 対 方 向 の 円 偏 光 は 反 射 す る 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層
、 及 び 、
　 上 面 に 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 面 を 有 し 、 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 上 に 設
け ら れ て い る 機 能 性 透 明 基 板 、
を 備 え る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 と 前 記 表 示 パ ネ ル と の 間 に 偏 光 板 が 設 け ら れ て い る 、 請 求
項 ３ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 偏 光 板 と 前 記 表 示 パ ネ ル と の 間 に 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項
３ ６ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 と 前 記 偏 光 板 と の 間 に 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 が 設 け ら れ て
い る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 下 に 下 部 偏 光 板 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 下 部 偏 光 板 と 前 記 表 示 パ ネ ル と の 間 に 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 が 設 け ら れ て い る 、 請 求
項 ３ ９ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 を 含 む 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 表 示 装
置 。
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【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 下 に バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル 、 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 、 及 び 前 記 機 能 性 透 明 基 板 が 互 い に 粘 着
剤 で 接 着 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 と 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ 、 前 記 空 間
に 、 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 屈 折 率 と 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折
率 を 有 す る 媒 体 が 充 填 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 媒 体 が 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で あ る 、 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル が 液 晶 セ ル を 含 み 、 前 記 液 晶 セ ル が Ｔ Ｎ 型 、 Ｖ Ａ 型 、 Ｅ Ｃ Ｂ 型 、 ま た は
Ｉ Ｐ Ｓ 型 の い ず れ か で あ る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 が プ リ ズ ム 形 状 を 有 し 、 前 記 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 面
が 前 記 プ リ ズ ム 形 状 の 一 面 で あ る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 か ら 前 記 機 能 性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 、 前 記 コ レ
ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 面 、 及 び そ の 面 と は 異 な る 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 部 分 で 続 け
て 反 射 さ れ て 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 に 再 び 入 射 す る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 形 成 さ れ 、 前 記 上 面 の 頂 点 を 通
る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 前 記 下 面 の 頂 点 を 通 る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 か ら ず れ て い る
、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 表 示 パ ネ ル 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ て い る 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 前 記 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 １ 方 向 の 線 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 第 １ 方
向 と 直 交 す る 方 向 の 線 偏 光 は 反 射 す る 偏 光 板 、
　 前 記 偏 光 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 ２ 方 向 の 円 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 第 ２ 方
向 と 反 対 方 向 の 円 偏 光 は 反 射 す る 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 、
　 上 面 に 、 第 １ 面 、 及 び 、 特 定 の 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 特 定 の 偏 光 以 外 の 光 は 反 射 す る 第
２ 面 、 を 含 み 、 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 上 に 設 け ら れ て い る 機 能 性 透 明 基 板 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 下 に 設 け ら れ て い る 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 並 び に 、
　 前 記 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 の 下 に 設 け ら れ て い る 下 部 偏 光 板 、
を 備 え る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 第 ２ 面 上 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 、 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 を 含 む 、 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 下 部 偏 光 板 の 下 に バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 、 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 、 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、 前 記
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偏 光 板 、 前 記 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、 前 記 表 示 パ ネ ル 、 前 記 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 及 び 前
記 下 部 偏 光 板 が 互 い に 粘 着 剤 で 接 着 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 と 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ 、 前 記 空 間
に 、 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 屈 折 率 と 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折
率 を 有 す る 媒 体 が 充 填 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 媒 体 が 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で あ る 、 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 第 ２ 面 が 、 右 円 偏 光 ま た は 左 円 偏 光 の い ず れ か 一 方 を 透 過 さ せ 、 他 方 を 反 射 す る 、
請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 ２ 面 と が プ リ ズ ム 形 状 を 成 す 、 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 か ら 前 記 機 能 性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 前 記 第 １ 面
と 前 記 第 ２ 面 と で 続 け て 反 射 さ れ て 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 に 再 び 入 射 す る 、 請 求 項
５ ０ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 形 成 さ れ 、 前 記 上 面 の 頂 点 を 含
む 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 前 記 下 面 の 頂 点 を 含 む 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 か ら ず れ て い る
、 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 表 示 パ ネ ル 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ て い る 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 前 記 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 １ 方 向 の 線 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 第 １ 方
向 と 直 交 す る 方 向 の 線 偏 光 は 反 射 す る 偏 光 板 、
　 前 記 偏 光 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 前 記 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 ２ 方 向 の 円 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 第 ２ 方
向 と 反 対 方 向 の 円 偏 光 は 反 射 す る 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 、 及 び 、
　 上 面 に 、 第 １ 面 、 及 び 、 特 定 の 偏 光 は 透 過 さ せ 、 前 記 特 定 の 偏 光 以 外 の 光 は 反 射 す る 第
２ 面 、 を 含 み 、 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 上 に 設 け ら れ て い る 機 能 性 透 明 基 板 、
を 備 え る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 第 ２ 面 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 、 請 求 項 ６ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 第 ２ 面 が 、 右 円 偏 光 ま た は 左 円 偏 光 の い ず れ か 一 方 は 透 過 さ せ 、 他 方 は 反 射 す る 、
請 求 項 ６ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 ２ 面 と が プ リ ズ ム 形 状 を 成 す 、 請 求 項 ６ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 か ら 前 記 機 能 性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 、 前 記 第 １
面 と 前 記 第 ２ 面 と で 続 け て 反 射 さ れ て 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 に 再 び 入 射 す る 、 請 求
項 ６ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 形 成 さ れ 、 前 記 上 面 の 頂 点 を 通
る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 前 記 下 面 の 頂 点 を 通 る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 か ら ず れ て い る
、 請 求 項 ６ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 前 記 機 能 性 透 明 基 板 と 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ 、 前 記 空 間
に 、 前 記 機 能 性 透 明 基 板 の 屈 折 率 と 前 記 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折
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率 を 有 す る 媒 体 が 充 填 さ れ て い る 、 請 求 項 ６ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 前 記 媒 体 が 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で あ る 、 請 求 項 ６ ７ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 半 透 過 型 ま た は 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 現 在 最 も 広 く 使 用 さ れ て い る 平 板 表 示 装 置 の 一 つ で あ る 。 液 晶 表 示 装 置
は 、 電 界 生 成 電 極 （ 画 素 電 極 と 共 通 電 極 な ど ） が 形 成 さ れ て い る 二 枚 の 表 示 パ ネ ル と 、 そ
の 間 に 挟 持 さ れ た 液 晶 層 と を 含 む 。 電 界 生 成 電 極 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ る と き 、 液 晶 層 に は
電 界 が 生 成 さ れ る 。 液 晶 層 で は そ の 電 界 の 強 さ に 応 じ て 液 晶 分 子 の 配 向 が 決 定 さ れ 、 そ れ
に よ り 透 過 光 の 偏 光 状 態 が 制 御 さ れ 、 各 画 素 （ 液 晶 セ ル と も い う ） の 輝 度 が 調 節 さ れ る 。
こ う し て 、 表 示 パ ネ ル に は 所 定 の 映 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 利 用 さ れ る 光 源 に 応 じ 、 透 過 型 、 反 射 型 、 及 び 半 透 過 型 に 分 け ら れ る 。
透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル の 背 面 に 設 置 さ れ た 照 明 部 （ バ ッ ク ラ イ ト と も い う ）
を 利 用 し て 画 像 を 表 示 す る 。 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 自 然 光 等 の 外 部 光 を 利 用 し て 画 像 を
表 示 す る 。 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 と 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 と の 各 構 造
を 組 み 合 わ せ た も の で あ り 、 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド と の 二 種 類 の モ ー ド で 動 作 す る 。 室
内 や 外 部 に 光 源 が 存 在 し な い 暗 い 所 で は 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 透 過 モ ー ド で 動 作 し 、 内
蔵 の 照 明 部 を 利 用 し て 画 像 を 表 示 す る 。 昼 間 の 屋 外 等 、 高 照 度 の 環 境 で は 半 透 過 型 液 晶 表
示 装 置 は 反 射 モ ー ド で 動 作 し 、 外 部 光 を 反 射 し て 画 像 を 表 示 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 5,825,543号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 2－ 308106号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 及 び 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 上 部 と 下 部 と の そ れ ぞ れ に 吸 収 型
偏 光 板 が 設 け ら れ て い る 。 吸 収 型 偏 光 板 の 構 造 で は 例 え ば 、 延 伸 さ れ た Ｐ Ｖ Ａ な ど に ヨ ー
ド 分 子 や 二 色 性 染 料 が 吸 着 さ れ て い る 。 吸 収 型 偏 光 板 に 入 射 し た 光 の う ち 、 Ｐ 波 は 透 過 し
、 Ｓ 波 は 吸 収 さ れ る 。 従 っ て 、 理 論 的 に は 入 射 光 の 50％ が 吸 収 型 偏 光 板 を 透 過 す る 。 し か
し 、 実 際 に は 、 表 面 損 失 に よ り 吸 収 型 偏 光 板 の 透 過 率 は 43～ 45％ 程 度 に 留 ま る 。 反 射 型 液
晶 表 示 装 置 、 及 び 反 射 モ ー ド で 動 作 す る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 吸 収 型 偏 光 板 を 透 過
し た 外 部 光 が 反 射 電 極 に よ り 反 射 さ れ 、 再 び 吸 収 型 偏 光 板 を 透 過 し て 外 部 に 放 出 さ れ る 。
従 っ て 、 「 カ ラ ー フ ィ ル タ に よ る 損 失 が な く 、 か つ 反 射 電 極 の 反 射 率 が 100％ で あ る 」 と
仮 定 し て も 、 表 示 装 置 全 体 の 反 射 率 は 39～ 41％ 程 度 で あ る 。 実 際 に は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ に
は 損 失 が あ り 、 か つ 反 射 電 極 の 反 射 率 も 100％ で は な い の で 、 表 示 装 置 全 体 の 反 射 率 は 上
記 の 値 よ り さ ら に 低 い 。 そ れ 故 、 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 、 及 び 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 反 射
モ ー ド で さ ら に 高 い 視 認 性 を 確 保 す る に は 、 反 射 輝 度 の さ ら な る 上 昇 が 不 可 欠 で あ る 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 外 部 光 の 利 用 効 率 を さ ら に 高 め て 反 射 輝 度 の さ ら な る 上 昇 を 実 現 す る
半 透 過 型 ま た は 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 表 示 装 置 の 上 部 、 好 ま し く は 半 透 過 型 ま た は 反 射 型 の 液 晶 表 示 装 置 の 上 部 に 、
反 射 偏 光 板 ま た は 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 及 び 機 能 性 透 明 基 板 を 以 下
の よ う に 設 け る 。
　 本 発 明 の 第 一 の 観 点 に よ る 表 示 装 置 は 、
　 表 示 パ ネ ル 、
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　 そ の 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ 、 そ の 表 示 パ ネ ル に 入 射 す る 外 部 光 の う ち 、 第 １ 方 向 の
線 偏 光 は 透 過 さ せ 、 第 １ 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 線 偏 光 は 反 射 す る 反 射 偏 光 板 、
　 反 射 偏 光 板 の 上 に 設 け ら れ て い る λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 上 面 に 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 面 を 有 し 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ て い る
機 能 性 透 明 基 板 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 好 ま し く は 、 反 射 偏 光 板 と 表 示 パ ネ ル と の 間 に 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 が 設 け ら れ て い る
。 さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 と 反 射 偏 光 板 と の 間 に 吸 収 型 偏 光 板 が 設 け ら
れ て い る 。 好 ま し く は 、 表 示 パ ネ ル の 下 部 に 下 部 偏 光 板 が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 好 ま し
く は 、 下 部 偏 光 板 と 表 示 パ ネ ル と の 間 に 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 が 設 け ら れ て い る 。 反 射 偏 光
板 は 好 ま し く は 、 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ （ Dual　 Brightness　 Enhancement  Film） 、 ま た は 、 微 細 な
線 状 パ タ ー ン を 利 用 し た 偏 光 素 子 で あ る 。 好 ま し く は 、 表 示 パ ネ ル の 下 に バ ッ ク ラ イ ト ユ
ニ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。 好 ま し く は 、 表 示 パ ネ ル 、 反 射 偏 光 板 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 及 び
機 能 性 透 明 基 板 が 互 い に 粘 着 剤 で 接 着 さ れ て い る 。 機 能 性 透 明 基 板 と λ ／ ４ 位 相 差 板 と の
間 に 空 間 が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 そ の 空 間 に は 好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 の 屈 折 率 と λ
／ ４ 位 相 差 板 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を 有 す る 媒 体 が 充 填 さ れ て い る 。 そ の 媒 体 は さ ら
に 好 ま し く は 、 シ リ コ ン 樹 脂 な ど の 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で あ る 。 表 示 パ ネ ル は 好 ま し く は
液 晶 セ ル を 含 み 、 そ の 液 晶 セ ル は 好 ま し く は 、 捻 れ ネ マ チ ッ ク （ Ｔ Ｎ ） 型 、 垂 直 配 向 （ Ｖ
Ａ ） 型 、 Ｅ Ｃ Ｂ （ Electrically　 Controlled　 Birefringence） 型 、 ま た は Ｉ Ｐ Ｓ （ In　 P
lain  Switching） 型 の い ず れ か 一 つ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 が プ リ ズ ム 形 状 を 有 し 、 上 記 の コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶
層 を 含 む 面 が そ の プ リ ズ ム 形 状 の 一 面 で あ る 。 好 ま し く は 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 か ら 機 能 性 透
明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 面 、 及 び そ の 面 と は 異 な る 機
能 性 透 明 基 板 の 上 面 部 分 で 続 け て 反 射 さ れ て λ ／ ４ 位 相 差 板 に 再 び 入 射 す る 。 こ こ で 、 機
能 性 透 明 基 板 の 上 面 及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 、 好 ま し く は 陽 刻 ま た は 陰 刻 で 形 成 さ れ
、 そ の 上 面 の 頂 点 を 通 る 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 そ の 下 面 の 頂 点 を 通 る 表 示 パ ネ ル の 法 線 か
ら ず れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 二 の 観 点 に よ る 表 示 装 置 は 、
　 表 示 パ ネ ル 、
　 そ の 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ て い る 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 １ 方 向 の 線 偏 光 は 透 過 さ せ 、 第 １ 方 向 と 直 交
す る 方 向 の 線 偏 光 は 反 射 す る 反 射 偏 光 板 、
　 反 射 偏 光 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 上 面 に 、 第 １ 面 、 及 び 、 特 定 の 偏 光 は 透 過 さ せ 、 そ の 特 定 の 偏 光 以 外 の 光 は 反 射 す る 第
２ 面 、 を 含 み 、 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 機 能 性 透 明 基 板 、
　 表 示 パ ネ ル の 下 に 設 け ら れ て い る 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 並 び に 、
　 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 の 下 に 設 け ら れ て い る 下 部 偏 光 板 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 機 能 性 透 明 基 板 で は 好 ま し く は 、 第 ２ 面 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 。 好 ま し く は 、
第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 と 反 射 偏 光 板 と の 間 に 上 部 偏 光 板 が 設 け ら れ て い る 。 反 射 偏 光 板 は
好 ま し く は 、 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 、 ま た は 、 微 細 な 線 状 パ タ ー ン を 利 用 し た 偏 光 素 子 で あ る 。 好 ま し
く は 、 下 部 偏 光 板 の 下 に バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。 機 能 性 透 明 基 板 、 第 ２
の λ ／ ４ 位 相 差 板 、 反 射 偏 光 板 、 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、 表 示 パ ネ ル 、 下 部 λ ／ ４ 位 相 差
板 、 及 び 下 部 偏 光 板 は 好 ま し く は 、 互 い に 粘 着 剤 で 接 着 さ れ て い る 。 機 能 性 透 明 基 板 と 第
２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 そ の 空 間 に 、 機 能 性 透 明 基 板 の
屈 折 率 と 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を 有 す る 媒 体 が 充 填 さ れ て い て
も 良 い 。 そ の 媒 体 は 好 ま し く は 、 シ リ コ ン 樹 脂 な ど の 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で あ る 。 機 能 性
透 明 基 板 の 第 ２ 面 は 好 ま し く は 、 右 円 偏 光 ま た は 左 円 偏 光 の い ず れ か 一 方 を 透 過 さ せ 、 他
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方 を 反 射 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 の 第 １ 面 と 第 ２ 面 と が プ リ ズ ム 形 状 を 成 す 。 好 ま し く は 、
第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 か ら 機 能 性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 、 機 能 性 透 明 基 板 の 第 １
面 と 第 ２ 面 と で 続 け て 反 射 さ れ て 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 に 再 び 入 射 す る 。 こ こ で 、 機 能 性
透 明 基 板 の 上 面 及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 、 好 ま し く は 陽 刻 ま た は 陰 刻 で 形 成 さ れ 、 そ
の 上 面 の 頂 点 を 通 る 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 そ の 下 面 の 頂 点 を 通 る 表 示 パ ネ ル の 法 線 か ら ず
れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 三 の 観 点 に よ る 表 示 装 置 は 、
　 表 示 パ ネ ル 、
　 そ の 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ て い る 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 １ 方 向 の 線 偏 光 は 透 過 さ せ 、 第 １ 方 向 と 直 交
す る 方 向 の 線 偏 光 は 反 射 す る 反 射 偏 光 板 、
　 反 射 偏 光 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、 並 び に 、
　 上 面 に 、 第 １ 面 、 及 び 、 特 定 の 偏 光 は 透 過 さ せ 、 そ の 特 定 の 偏 光 以 外 の 光 は 反 射 す る 第
２ 面 、 を 含 み 、 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 機 能 性 透 明 基 板 、 を 備 え る 。
好 ま し く は 、 上 記 の 第 ２ 面 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 。 さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ 面 が
、 右 円 偏 光 ま た は 左 円 偏 光 の い ず れ か 一 方 は 透 過 さ せ 、 他 方 は 反 射 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 の 第 １ 面 と 第 ２ 面 と が プ リ ズ ム 形 状 を 成 す 。 好 ま し く は 、
機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 形 成 さ れ 、 そ の 上 面 の 頂 点 を 通 る 表 示
パ ネ ル の 法 線 が 、 そ の 下 面 の 頂 点 を 通 る 表 示 パ ネ ル の 法 線 か ら ず れ て い る 。 好 ま し く は 、
第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 か ら 機 能 性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 第 １ 面 と 第 ２ 面 と で 続 け
て 反 射 さ れ て 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 に 再 び 入 射 す る 。 こ こ で 、 機 能 性 透 明 基 板 と 第 ２ の λ
／ ４ 位 相 差 板 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 そ の 空 間 に 、 機 能 性 透 明 基 板 の 屈 折 率
と 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を 有 す る 媒 体 が 充 填 さ れ て い て も 良 い
。 そ の 媒 体 は 好 ま し く は 、 シ リ コ ン 樹 脂 な ど の 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 四 の 観 点 に よ る 表 示 装 置 は 、
　 表 示 パ ネ ル 、
　 そ の 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ 、 そ の 表 示 パ ネ ル に 入 射 す る 外 部 光 の う ち 、 第 １ 方 向 の
円 偏 光 は 透 過 さ せ 、 第 １ 方 向 と 反 対 方 向 の 円 偏 光 は 反 射 す る 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 、 及
び 、
　 上 面 に 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 面 を 有 し 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 上 に 設 け ら
れ て い る 機 能 性 透 明 基 板 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 と 表 示 パ ネ ル と の 間 に 偏 光 板 が 設 け ら れ て い る 。
さ ら に 好 ま し く は 、 そ の 偏 光 板 と 表 示 パ ネ ル と の 間 に 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 が 設 け ら れ て
い る 。 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 と 偏 光 板 と の 間 に は 好 ま し く は 、 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 が
設 け ら れ て い る 。 好 ま し く は 、 表 示 パ ネ ル の 下 部 に 下 部 偏 光 板 が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に
好 ま し く は 、 そ の 下 部 偏 光 板 と 表 示 パ ネ ル と の 間 に 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 が 設 け ら れ て い る
。 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 は 好 ま し く は 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 を 含 む 。 表 示 パ ネ ル の 下 に
バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ て い て も 良 い 。 好 ま し く は 、 表 示 パ ネ ル 、 選 択 的 円 偏 光
透 過 反 射 層 、 及 び 機 能 性 透 明 基 板 が 互 い に 粘 着 剤 で 接 着 さ れ て い る 。 機 能 性 透 明 基 板 と 選
択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 そ の 空 間 に 、 機 能 性 透 明 基 板
の 屈 折 率 と 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を 有 す る 媒 体 が 充 填 さ れ て
い て も 良 い 。 さ ら に 好 ま し く は 、 そ の 媒 体 が 、 シ リ コ ン 樹 脂 な ど の 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で
あ る 。 好 ま し く は 、 表 示 パ ネ ル が 液 晶 セ ル を 含 み 、 そ の 液 晶 セ ル が 、 Ｔ Ｎ 型 、 Ｖ Ａ 型 、 Ｅ
Ｃ Ｂ 型 、 ま た は Ｉ Ｐ Ｓ 型 の い ず れ か 一 つ で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 が プ リ ズ ム 形 状 を 有 し 、 上 記 の コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶
層 を 含 む 面 が プ リ ズ ム 形 状 の 一 面 で あ る 。 好 ま し く は 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 か ら 機 能
性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 面 、 及 び そ の 面 と は 異 な
る 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 部 分 で 続 け て 反 射 さ れ て 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 に 再 び 入 射 す る
。 こ こ で 、 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 、 好 ま し く は 陽 刻 ま た は 陰
刻 で 形 成 さ れ 、 そ の 上 面 の 頂 点 を 通 る 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 そ の 下 面 の 頂 点 を 通 る 表 示 パ
ネ ル の 法 線 か ら ず れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 五 の 観 点 に よ る 表 示 装 置 は 、
　 表 示 パ ネ ル 、
　 そ の 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ て い る 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 １ 方 向 の 線 偏 光 は 透 過 さ せ 、 第 １ 方 向 と 直 交
す る 方 向 の 線 偏 光 は 反 射 す る 偏 光 板 、
　 そ の 偏 光 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 ２ 方 向 の 円 偏 光 は 透 過 さ せ 、 第 ２ 方 向 と 反 対
方 向 の 円 偏 光 は 反 射 す る 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 、
　 上 面 に 、 第 １ 面 、 及 び 、 特 定 の 偏 光 は 透 過 さ せ 、 そ の 特 定 の 偏 光 以 外 の 光 は 反 射 す る 第
２ 面 、 を 含 み 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 上 に 設 け ら れ て い る 機 能 性 透 明 基 板 、
　 表 示 パ ネ ル の 下 に 設 け ら れ て い る 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 並 び に 、
　 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 の 下 に 設 け ら れ て い る 下 部 偏 光 板 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 の 第 ２ 面 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 。 好 ま し く は 、 選
択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 を 含 む 。 下 部 偏 光 板 の 下 部 に バ ッ ク ラ イ ト ユ
ニ ッ ト が 設 け ら れ て い て も 良 い 。 好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層
、 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、 偏 光 板 、 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、 表 示 パ ネ ル 、 下 部 λ ／ ４ 位 相
差 板 、 及 び 下 部 偏 光 板 が 互 い に 粘 着 剤 で 接 着 さ れ て い る 。 こ こ で 、 機 能 性 透 明 基 板 と 選 択
的 円 偏 光 透 過 反 射 層 と 間 に 空 間 が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 そ の 空 間 に 、 機 能 性 透 明 基 板 の 屈
折 率 と 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を 有 す る 媒 体 が 充 填 さ れ て い て
も 良 い 。 さ ら に 好 ま し く は 、 そ の 媒 体 が シ リ コ ン 樹 脂 な ど の 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 で あ る 。
好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 の 第 ２ 面 が 、 右 円 偏 光 ま た は 左 円 偏 光 の い ず れ か 一 方 は 透 過
さ せ 、 他 方 は 反 射 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 の 第 １ 面 と 第 ２ 面 と が プ リ ズ ム 形 状 を 成 す 。 好 ま し く は 、 選
択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 か ら 機 能 性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 第 １ 面 と 第 ２ 面 と で 続 け
て 反 射 さ れ て 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 に 再 び 入 射 す る 。 こ こ で 、 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 及
び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 、 好 ま し く は 陽 刻 ま た は 陰 刻 で 形 成 さ れ 、 そ の 上 面 の 頂 点 を 通
る 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 そ の 下 面 の 頂 点 を 通 る 前 記 表 示 パ ネ ル の 法 線 か ら ず れ て い て も 良
い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 第 六 の 観 点 に よ る 表 示 装 置 は 、
　 表 示 パ ネ ル 、
　 そ の 表 示 パ ネ ル の 上 に 設 け ら れ て い る 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 第 １ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 １ 方 向 の 線 偏 光 は 透 過 さ せ 、 第 １ 方 向 と 直 交
す る 方 向 の 線 偏 光 は 反 射 す る 偏 光 板 、
　 そ の 偏 光 板 の 上 に 設 け ら れ て い る 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 、
　 第 ２ の λ ／ ４ 位 相 差 板 の 上 に 設 け ら れ 、 第 ２ 方 向 の 円 偏 光 は 透 過 さ せ 、 第 ２ 方 向 と 反 対
方 向 の 円 偏 光 は 反 射 す る 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 、 並 び に 、
　 上 面 に 、 第 １ 面 、 及 び 、 特 定 の 偏 光 は 透 過 さ せ 、 そ の 特 定 の 偏 光 以 外 の 光 は 反 射 す る 第
２ 面 、 を 含 み 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 上 に 設 け ら れ て い る 機 能 性 透 明 基 板 、 を 備 え る
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。 好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 の 第 ２ 面 が コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 を 含 む 。 好 ま し く は 、 そ
の 第 ２ 面 が 、 右 円 偏 光 ま た は 左 円 偏 光 の い ず れ か 一 方 は 透 過 さ せ 、 他 方 は 反 射 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 機 能 性 透 明 基 板 の 第 １ 面 と 第 ２ 面 と が プ リ ズ ム 形 状 を 成 す 。 好 ま し く は 、
選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 か ら 機 能 性 透 明 基 板 に 入 射 す る 光 の 一 部 が 第 １ 面 と 第 ２ 面 と で 続
け て 反 射 さ れ て 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 に 再 び 入 射 す る 。 こ こ で 、 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面
及 び 下 面 の そ れ ぞ れ に 凹 凸 が 、 好 ま し く は 陽 刻 ま た は 陰 刻 で 形 成 さ れ 、 そ の 上 面 の 頂 点 を
通 る 表 示 パ ネ ル の 法 線 が 、 そ の 下 面 の 頂 点 を 通 る 表 示 パ ネ ル の 法 線 か ら ず れ て い て も 良 い
。 機 能 性 透 明 基 板 と 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 そ の 空
間 に 、 機 能 性 透 明 基 板 の 屈 折 率 と 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を 有
す る 媒 体 が 充 填 さ れ て い て も 良 い 。 好 ま し く は そ の 媒 体 が 、 シ リ コ ン 樹 脂 な ど の 有 機 シ リ
コ ン 系 媒 体 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 、 好 ま し く は 半 透 過 型 ま た は 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 の 上 部 に 、 反 射 偏 光 板 、 λ ／
４ 位 相 差 板 、 及 び 機 能 性 透 明 基 板 を 順 に 設 け て い る 。 そ の 他 に 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 選 択 的
円 偏 光 透 過 反 射 層 、 及 び 機 能 性 透 明 基 板 を 順 に 設 け て も 良 い 。 本 発 明 で は 特 に 、 機 能 性 透
明 基 板 の 上 面 が 上 記 の よ う な 第 １ 面 及 び 第 ２ 面 を 有 す る 。 反 射 偏 光 板 ま た は 選 択 的 円 偏 光
透 過 反 射 層 で 一 度 は 反 射 さ れ た 偏 光 成 分 が 、 機 能 性 透 明 基 板 の 上 面 で 再 び 反 射 さ れ る こ と
に よ り 、 反 射 偏 光 板 ま た は 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 を 透 過 可 能 な 偏 光 成 分 に 変 換 さ れ る 。
そ の 結 果 、 外 部 か ら 入 射 す る 光 の 利 用 効 率 が 高 め ら れ る の で 反 射 輝 度 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100、 共 通 電
極 表 示 パ ネ ル 200、 及 び 液 晶 層 3を 含 む （ 図 ２ 参 照 ） 。 二 枚 の 表 示 パ ネ ル 100、 200は 互 い に
対 向 し 、 そ れ ら の 間 に 液 晶 層 3が 挿 入 さ れ て い る 。 液 晶 層 3で は 液 晶 分 子 が 二 枚 の 表 示 パ ネ
ル 100、 200の 表 面 に 対 し て 垂 直 に 、 ま た は 水 平 に 配 向 さ れ る 。 こ こ で 、 液 晶 層 3で の 液 晶
分 子 の 配 向 は 、 90° Ｔ Ｎ 方 式 、 Ｖ Ａ 方 式 、 ま た は Ｅ Ｃ Ｂ 方 式 の い ず れ で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 基 板 110は 透 明 な 絶 縁 物 （ 好 ま し く は ガ ラ ス ） か ら 成
る （ 図 ２ 参 照 ） 。 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 基 板 110の 上 に は 複 数 の ゲ ー ト 線 1
21と 複 数 の 維 持 電 極 線 131と が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 線 121は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ
ル 100の 縦 方 向 で は 互 い に 分 離 さ れ 、 主 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 横 方 向 に 延 び
て い る 。 各 ゲ ー ト 線 121は 複 数 の 突 起 （ 以 下 、 ゲ ー ト 電 極 と い う ） 124を 含 む 。 各 ゲ ー ト 電
極 124は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 横 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 並 び 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
表 示 パ ネ ル 100の 縦 方 向 に 突 出 し て い る 。 各 ゲ ー ト 線 121の 端 部 125は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表
示 パ ネ ル 100の 周 縁 部 （ 以 下 、 パ ッ ド 部 と い う ） に 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ３ 参 照 ） 。 各
ゲ ー ト 線 121の 端 部 125は 面 積 が 広 く 、 外 部 の 駆 動 回 路 に 接 続 さ れ 、 そ の 駆 動 回 路 か ら ゲ ー
ト 信 号 を 受 け る 。 維 持 電 極 線 131は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 縦 方 向 で は ゲ ー ト 線
121の 間 に 配 置 さ れ 、 主 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 横 方 向 に 延 び て い る 。 各 維 持
電 極 線 131は 複 数 の 突 出 部 133（ 以 下 、 維 持 電 極 と い う ） を 含 む 。 各 維 持 電 極 133は 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 横 方 向 に 、 ゲ ー ト 電 極 124と ほ ぼ 間 隔 で 並 び 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ 表 示 パ ネ ル 100の 縦 方 向 に 拡 が っ て い る 。 維 持 電 極 線 131に 対 し て は 外 部 か ら 所 定 の 電 圧
（ 好 ま し く は 、 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200に 形 成 さ れ た 共 通 電 極 270に 対 し て 印 加 さ れ る 共 通
電 圧 ） が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ゲ ー ト 線 121と 維 持 電 極 線 131と は 好 ま し く は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 （ ア ル ミ ニ ウ ム と ア
ル ミ ニ ウ ム 合 金 ） 、 銀 系 金 属 （ 銀 と 銀 合 金 ） 、 銅 系 金 属 （ 銅 と 銅 合 金 ） 、 モ リ ブ デ ン 系 金
属 （ モ リ ブ デ ン と モ リ ブ デ ン 合 金 ） 、 ク ロ ム 、 チ タ ニ ウ ム 、 ま た は タ ン タ ル か ら 成 る 。 ゲ

10

20

30

40

50

(11) JP 2006-309228 A 2006.11.9



ー ト 線 121と 維 持 電 極 線 131と は さ ら に 好 ま し く は 、 物 理 的 性 質 の 異 な る 二 つ の 膜 、 つ ま り
、 下 部 膜 と 上 部 膜 と の 組 み 合 わ せ （ 図 示 せ ず ） を 含 ん で も 良 い 。 こ こ で 、 上 部 膜 は 好 ま し
く は 比 抵 抗 の 低 い 金 属 （ 好 ま し く は ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 ） か ら 成 り 、 ゲ ー ト 線 121と 維 持
電 極 線 131と の そ れ ぞ れ で 信 号 遅 延 や 電 圧 降 下 を 減 ら す 。 下 部 膜 は 他 の 物 質 、 特 に Ｉ Ｔ Ｏ
（ Indium　 Tin  Oxide） 及 び Ｉ Ｚ Ｏ （ Indium　 Zinc　 Oxide） と の 接 触 特 性 に 優 れ た 物 質
（ 好 ま し く は モ リ ブ デ ン 系 金 属 ま た は ク ロ ム ） か ら 成 る 。 下 部 膜 と 上 部 膜 と の 組 み 合 わ せ
の 例 と し て は ク ロ ム ／ ア ル ミ ニ ウ ム － ネ オ ジ ム 合 金 が あ る 。 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 1
31は そ の 他 に 、 単 一 膜 構 造 で あ っ て も 、 三 層 以 上 の 多 層 構 造 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 ゲ ー
ト 線 121と 維 持 電 極 線 131と の 各 側 面 は 好 ま し く は 基 板 110の 表 面 に 対 し て 約 20° ～ 80° の
角 度 で 傾 い て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ゲ ー ト 線 121と 維 持 電 極 線 131と は ゲ ー ト 絶 縁 膜 140で 覆 わ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 ゲ ー
ト 絶 縁 膜 140は 好 ま し く は 窒 化 ケ イ 素 （ SiNx） か ら 成 る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は 複 数 の
線 状 半 導 体 151が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ２ 参 照 ） 。 線 状 半 導 体 151は 好 ま し く は 、 水 素 化
非 晶 質 シ リ コ ン （ a－ Si： H） ま た は 多 結 晶 シ リ コ ン か ら 成 る 。 線 状 半 導 体 151は 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 横 方 向 で は 互 い に 分 離 さ れ 、 主 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 1
00の 縦 方 向 に 延 び て ゲ ー ト 線 121と 維 持 電 極 線 131と の そ れ ぞ れ と 交 差 し て い る 。 各 ゲ ー ト
線 121と 交 差 す る 線 状 半 導 体 151の 部 分 か ら は 突 出 部 154が ゲ ー ト 電 極 124に 向 か っ て 延 び て
い る 。 そ の 突 出 部 154か ら は さ ら に 拡 張 部 157が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 横 方 向
に 延 び 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140を 隔 て て 維 持 電 極 133と 重 な っ て い る 。 ま た 、 線 状 半 導 体 151は
、 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131の そ れ ぞ れ と の 交 差 点 付 近 で 幅 が 大 き く な り 、 ゲ ー ト 線
121及 び 維 持 電 極 線 131の そ れ ぞ れ を 広 く 覆 っ て い る 。 線 状 半 導 体 151の 側 面 は 好 ま し く は
基 板 110の 表 面 に 対 し て 20° ～ 80° の 角 度 で 傾 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 各 線 状 半 導 体 151の 上 に は 線 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 163及 び 複 数 の 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部
材 165が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ２ 参 照 ） 。 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 163、 165は 好 ま し く は 、
シ リ サ イ ド ま た は ｎ ＋ 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン （ ｎ 型 不 純 物 が 高 濃 度 に ド ー ピ ン グ さ れ て い
る 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン ） か ら 成 る 。 各 線 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 は 線 状 半 導 体 151に 沿 っ
て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 縦 方 向 に 延 び 、 線 状 半 導 体 151の 各 突 出 部 154の 上 に
一 つ ず つ 突 出 部 163を 含 む 。 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165は 線 状 半 導 体 151の 各 突 出 部 154の
上 に 一 つ ず つ 形 成 さ れ 、 線 状 半 導 体 151の 拡 張 部 157を 覆 っ て い る 。 線 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部
材 の 突 出 部 163と 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165と は ゲ ー ト 電 極 124の 上 方 で 所 定 の 間 隔 を 隔
て て 互 い に 対 向 し て い る 。 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 163、 165の 各 側 面 は 好 ま し く は 基 板 110の
表 面 に 対 し て 20° ～ 80° の 角 度 で 傾 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 各 線 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 及 び そ の 近 傍 の ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は デ ー タ 線 171が 形 成
さ れ 、 各 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165及 び そ の 近 傍 の ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は ド レ イ ン 電
極 175が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ２ 参 照 ） 。 デ ー タ 線 171は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 10
0の 横 方 向 で は 互 い に 分 離 さ れ 、 主 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 縦 方 向 に 延 び て ゲ
ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131の そ れ ぞ れ と 交 差 し て い る 。 各 ゲ ー ト 線 121と 交 差 す る デ ー
タ 線 171の 部 分 か ら は 突 出 部 173（ 以 下 、 ソ ー ス 電 極 と い う ） が ゲ ー ト 電 極 124に 向 か っ て
延 び 、 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165の 先 端 部 を 囲 ん で い る 。 各 デ ー タ 線 171の 端 部 179は 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の パ ッ ド 部 に 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ３ 参 照 ） 。 各 デ ー タ
線 171の 端 部 179は 面 積 が 広 く 、 他 の 層 ま た は 外 部 装 置 （ 特 に 駆 動 回 路 ） に 接 続 さ れ る 。 特
に そ の 駆 動 回 路 か ら は 各 デ ー タ 線 171に 対 し 、 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 各 ド レ イ ン 電 極 1
75は デ ー タ 線 171か ら は 分 離 さ れ 、 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165の 上 に 拡 が っ て い る 。 島 状
オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165を 覆 う ド レ イ ン 電 極 175の 端 部 は ソ ー ス 電 極 173に 囲 ま れ て い る 。
各 ド レ イ ン 電 極 175は さ ら に 拡 張 部 177を 含 む 。 拡 張 部 177は 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165を
越 え て さ ら に 拡 が り 、 維 持 電 極 133の ほ ぼ 全 体 と 重 な っ て い る 。 ゲ ー ト 電 極 124、 そ れ を 覆
う ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 部 分 、 線 状 半 導 体 151の 突 出 部 154、 ソ ー ス 電 極 173、 及 び ド レ イ ン 電

10

20

30

40

50

(12) JP 2006-309228 A 2006.11.9



極 175が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） を 構 成 す る 。 そ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ン ネ ル は
、 ソ ー ス 電 極 173と ド レ イ ン 電 極 175と の 間 に 露 出 し た 線 状 半 導 体 151の 突 出 部 154に 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 デ ー タ 線 171及 び ド レ イ ン 電 極 175は 耐 熱 性 金 属 （ 好 ま し く は 、 ク ロ ム 、 モ リ ブ デ ン 系 金
属 、 タ ン タ ル 、 ま た は チ タ ニ ウ ム ） か ら 成 る 。 そ れ ら は 、 さ ら に 好 ま し く は 多 層 膜 で あ り
、 モ リ ブ デ ン 系 金 属 ま た は ク ロ ム か ら 成 る 下 部 膜 （ 図 示 せ ず ） と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 か
ら 成 る 上 部 膜 （ 図 示 せ ず ） と を 含 む 。 デ ー タ 線 171と ド レ イ ン 電 極 175と の 各 側 面 は 好 ま し
く は 基 板 110の 表 面 に 対 し て 約 30° ～ 80° の 角 度 で 傾 斜 し て い る 。 こ こ で 、 線 状 オ ー ミ ッ
ク 接 触 部 材 163が 、 線 状 半 導 体 151と デ ー タ 線 171の 間 、 及 び 線 状 半 導 体 151の 突 出 部 154と
ソ ー ス 電 極 173と の 間 に 介 在 す る の で 、 そ れ ら の 間 で は 接 触 抵 抗 が 低 い 。 さ ら に 、 島 状 オ
ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165が 、 線 状 半 導 体 151の 突 出 部 154と ド レ イ ン 電 極 175と の 間 、 及 び 線 状
半 導 体 151の 拡 張 部 157と ド レ イ ン 電 極 175の 拡 張 部 177と の 間 に 介 在 す る の で 、 そ れ ら の 間
で は 接 触 抵 抗 が 低 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 デ ー タ 線 171、 ド レ イ ン 電 極 175、 及 び 線 状 半 導 体 151の 露 出 部 分 は 保 護 膜 180で 覆 わ れ て
い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 保 護 膜 180は 好 ま し く は 、 無 機 物 質 で あ る 窒 化 ケ イ 素 や 酸 化 ケ イ 素 か
ら 成 る 。 保 護 膜 180は さ ら に 、 有 機 絶 縁 膜 187で 覆 わ れ て い る 。 有 機 絶 縁 膜 187は 好 ま し く
は 、 平 坦 化 特 性 に 優 れ 、 感 光 性 を 有 す る 有 機 物 質 か ら 成 る 。 好 ま し く は 、 有 機 絶 縁 膜 187
の 表 面 に 凹 凸 パ タ ー ン が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の パ ッ ド
部 で は 、 ゲ ー ト 線 121の 端 部 125及 び デ ー タ 線 171の 端 部 179を 覆 う 有 機 絶 縁 膜 187の 部 分 が
除 去 さ れ て 保 護 膜 180の み が 残 っ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 ゲ ー ト 線 121の 端 部 125を 覆 う 保 護
膜 180と ゲ ー ト 絶 縁 膜 140と の 部 分 に は 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル 182が 形 成 さ れ 、 そ こ か ら ゲ
ー ト 線 121の 端 部 125が 露 出 し て い る 。 デ ー タ 線 171の 端 部 179を 覆 う 保 護 膜 180の 部 分 に は
第 ２ コ ン タ ク ト ホ ー ル 183が 形 成 さ れ 、 そ こ か ら デ ー タ 線 171の 端 部 179が 露 出 し て い る 。
ま た 、 ド レ イ ン 電 極 175の 拡 張 部 177を 覆 う 保 護 膜 180及 び 有 機 絶 縁 膜 187の 部 分 に は 第 ３ コ
ン タ ク ト ホ ー ル 185が 形 成 さ れ 、 そ こ か ら ド レ イ ン 電 極 175の 拡 張 部 177が 露 出 し て い る 。
コ ン タ ク ト ホ ー ル 182、 183、 185の 各 平 面 形 状 は 多 角 形 ま た は 円 形 な ど 様 々 な 形 状 に 形 成
さ れ 、 各 側 壁 は 好 ま し く は 、 基 板 110の 表 面 に 対 し て 30° ～ 85° の 角 度 で 傾 斜 し 、 ま た は
階 段 状 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 有 機 絶 縁 膜 187の 上 に は 複 数 の 画 素 電 極 190が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ２ 参 照 ） 。 各 画 素
電 極 190は ゲ ー ト 線 121と デ ー タ 線 171と で 区 切 ら れ た 矩 形 領 域 （ す な わ ち 画 素 ま た は 液 晶
セ ル ） を 一 つ ず つ 覆 っ て い る 。 本 発 明 の こ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 好 ま し く は 半
透 過 型 で あ る の で 、 画 素 電 極 190が 透 明 電 極 192及 び 反 射 電 極 194を 含 む 。 透 明 電 極 192は 透
明 な 導 電 物 質 （ 好 ま し く は Ｉ Ｔ Ｏ ま た は Ｉ Ｚ Ｏ 、 そ の 他 に は 導 電 性 ポ リ マ ー ） か ら 成 り 、
画 素 全 体 を 覆 っ て い る 。 反 射 電 極 194は 不 透 明 で 反 射 率 の 高 い 金 属 （ 好 ま し く は ア ル ミ ニ
ウ ム 系 金 属 ま た は 銀 系 金 属 ） か ら 成 り 、 透 明 電 極 192の 一 部 を 覆 っ て い る 。 こ こ で 、 画 素
電 極 190が 接 触 補 助 層 （ 図 示 せ ず ） を さ ら に 含 ん で も 良 い 。 接 触 補 助 層 は 好 ま し く は 、 モ
リ ブ デ ン 系 金 属 、 ク ロ ム 、 チ タ ニ ウ ム 、 ま た は タ ン タ ル か ら 成 る 。 接 触 補 助 層 は 、 透 明 電
極 192と 反 射 電 極 194と の 間 の 接 触 特 性 を 良 好 に 維 持 し 、 か つ 透 明 電 極 192に よ る 反 射 電 極 1
94の 酸 化 を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 各 画 素 は 透 過 領 域 TAと 反 射 領 域 RAと に 大 別 さ れ る （ 図 １ 参 照 ） 。 透 過 領 域 TAで は 反 射 電
極 194が 除 去 さ れ て 透 明 電 極 192が 露 出 し て い る の で 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の
外 面 か ら 内 面 に （ 図 ２ で は 下 か ら 上 に ） 光 が 透 過 す る 。 反 射 領 域 RAは 反 射 電 極 194で 覆 わ
れ て い る の で 、 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 外 面 （ 図 ２ で は 上 側 の 面 ） か ら 入 射 し て 液 晶 層 3
を 透 過 し た 光 が 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 外 面 に 向 け て 反 射 さ れ る 。 反 射 電 極 194の 表 面 に
は 好 ま し く は 、 有 機 絶 縁 膜 187の 表 面 に 設 け ら れ た 凹 凸 パ タ ー ン が 誘 導 さ れ て い る 。 反 射
領 域 RAで は 外 部 光 が 反 射 電 極 194の 表 面 の 凹 凸 パ タ ー ン に よ り 乱 反 射 す る の で 、 液 晶 表 示
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装 置 の 画 面 に は 外 部 の 物 体 の 像 が 映 ら な い 。 一 方 、 透 過 領 域 TAで は 有 機 絶 縁 膜 187の 一 部
が 除 去 さ れ て 透 過 窓 195が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 透 過 領 域 TAの セ ル ギ ャ ッ プ （ 二
枚 の 表 示 パ ネ ル 間 100、 200間 の 距 離 ） が 反 射 領 域 RAの セ ル ギ ャ ッ プ の ほ ぼ 2倍 で あ る 。 従
っ て 、 反 射 領 域 RAと 透 過 領 域 TAと の 間 で は 液 晶 層 3内 の 光 路 差 が 相 殺 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 画 素 電 極 190は 第 ３ コ ン タ ク ト ホ ー ル 185を 介 し て ド レ イ ン 電 極 175の 拡 張 部 177に 接 続 さ
れ て い る （ 図 １ 、 ２ 参 照 ） 。 ゲ ー ト 線 121に 対 し て ゲ ー ト 信 号 と し て ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印
加 さ れ 、 そ れ に よ り 上 記 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が タ ー ン オ ン す る と き 、 デ ー タ 線 171に 対 し
て 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 が 、 そ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 173、 線 状 半 導 体 151の 突
出 部 154内 に 形 成 さ れ た チ ャ ン ネ ル 、 及 び ド レ イ ン 電 極 175を 通 し て 画 素 電 極 190に 対 し て
印 加 さ れ る 。 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 画 素 電 極 190と 、 液 晶 層 3を 隔 て て そ の 画 素 電 極 190
に 対 向 し て い る 共 通 電 極 270（ 図 ２ 参 照 ） と の 間 に は 電 界 が 生 成 さ れ る 。 両 電 極 190、 270
間 の 液 晶 層 3で は 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が そ の 電 界 に 応 じ て 変 化 す る 。 一 方 、 画 素 電 極 190と
共 通 電 極 270と の 間 で 構 成 さ れ る キ ャ パ シ タ （ 以 下 、 液 晶 キ ャ パ シ タ と い う ） 、 及 び ド レ
イ ン 電 極 175の 拡 張 部 177と 維 持 電 極 133と の 間 で 構 成 さ れ る キ ャ パ シ タ （ 以 下 、 ス ト レ ー
ジ キ ャ パ シ タ と い う ） が 充 電 さ れ 、 上 記 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の タ ー ン オ フ 後 も 印 加 さ れ た
電 圧 を 維 持 す る 。 こ こ で 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ は 液 晶 キ ャ パ シ タ と 並 列 に 接 続 さ れ 、 液
晶 キ ャ パ シ タ の 容 量 を 補 っ て そ の 両 端 電 圧 を 安 定 化 さ せ る 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ は 、 ド
レ イ ン 電 極 175の 拡 張 部 177と 維 持 電 極 133と の 間 の 重 な り 部 分 の 他 に 、 画 素 電 極 190と 隣 接
す る ゲ ー ト 線 121と の 間 の 重 な り 部 分 か ら 構 成 さ れ て も 良 い 。 そ の 場 合 、 維 持 電 極 線 131は
省 略 さ れ て も 良 い 。 画 素 電 極 190は 好 ま し く は 、 隣 接 す る ゲ ー ト 線 121や デ ー タ 線 171と 重
な っ て 画 素 の 開 口 率 を 向 上 さ せ る 。 画 素 電 極 190は そ の 他 に 、 ゲ ー ト 線 121や デ ー タ 線 171
と 重 な ら な い よ う に 形 成 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の パ ッ ド 部 で は 保 護 膜 180の 上 に 複 数 の 接 触 補 助 部 材 95
、 97が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ３ 参 照 ） 。 第 １ 接 触 補 助 部 材 95は 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル 18
2を 介 し て ゲ ー ト 線 121の 端 部 125に 接 続 さ れ 、 第 ２ 接 触 補 助 部 材 97は 第 ２ コ ン タ ク ト ホ ー
ル 183を 介 し て デ ー タ 線 171の 端 部 179に 接 続 さ れ て い る 。 接 触 補 助 部 材 95、 97は そ れ ぞ れ
、 ゲ ー ト 線 121の 端 部 125と 外 部 装 置 と の 間 の 接 着 、 及 び デ ー タ 線 171の 端 部 179と 外 部 装 置
と の 間 の 接 着 を 補 完 し 、 か つ そ れ ら の 接 着 部 を 保 護 す る 。 尚 、 接 触 補 助 部 材 95、 97は 必 須
で は な い 。 ま た 、 そ れ ら は 透 明 電 極 192ま た は 反 射 電 極 194と 同 一 の 層 に 形 成 さ れ て も 良 い
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 基 板 210（ 図 ２ 参 照 ） は 透 明 な 絶 縁 物 質 （ 好 ま し く は ガ ラ ス ）
か ら 成 る 。 基 板 210の 上 に は 遮 光 部 材 （ ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と も い う ） 220が 形 成 さ れ て い
る 。 遮 光 部 材 220は 、 液 晶 層 3を 隔 て て 画 素 電 極 190と 対 向 す る 領 域 に 開 口 部 を 含 み 、 画 素
電 極 190の 間 か ら の 光 漏 れ を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 複 数 の カ ラ ー フ ィ ル タ 230が 基 板 210と 遮 光 部 材 220と の 上 に 形 成 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照
） 。 各 カ ラ ー フ ィ ル タ 230は 遮 光 部 材 220の 開 口 部 を 覆 っ て い る 。 各 カ ラ ー フ ィ ル タ 230は
好 ま し く は 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 縦 方 向 に 延 び る 一 つ の 帯 で あ り 、 隣 接 す る 二 つ の デ
ー タ 線 171の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 各 カ ラ ー フ ィ ル タ 230の 色 は 三 原 色 （ 赤 色 、 緑 色 、 及 び
青 色 ） の い ず れ か 一 つ で あ る 。 各 カ ラ ー フ ィ ル タ 230は 特 に 、 透 過 領 域 TAで 反 射 領 域 RAよ
り 厚 い （ 図 ２ 参 照 ） 。 そ れ に よ り 、 透 過 領 域 TAと 反 射 領 域 RAと の 間 で は 色 調 の 差 が 補 償 さ
れ る 。 そ の 他 に 、 透 過 領 域 TAと 反 射 領 域 RAと の 間 で カ ラ ー フ ィ ル タ 230の 厚 さ が 一 様 に 維
持 さ れ る 一 方 、 反 射 領 域 RAで は カ ラ ー フ ィ ル タ 230に ホ ー ル が 形 成 さ れ て も 良 い 。 遮 光 部
材 220及 び カ ラ ー フ ィ ル タ 230は 共 通 電 極 270で 覆 わ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 共 通 電 極 270は
好 ま し く は 、 Ｉ Ｔ Ｏ ま た は Ｉ Ｚ Ｏ な ど の 透 明 な 導 電 物 質 か ら 成 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 外 面 に は 下 部 偏 光 板 12が 設 け ら れ 、 共 通 電 極 表 示 パ
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ネ ル 200の 外 面 に は 上 部 偏 光 板 22が 設 け ら れ て い る （ 図 ２ 、 ４ 参 照 。 尚 、 図 ４ で は 表 示 パ
ネ ル 300が 、 上 記 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100、 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200、 及 び 液 晶
層 3の 全 体 を 表 し て い る ） 。 偏 光 板 12、 22は 吸 収 型 偏 光 板 で あ り 、 各 透 過 軸 方 向 の 線 偏 光
を 透 過 さ せ 、 各 透 過 軸 に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 線 偏 光 を 吸 収 す る 。 こ こ で 、 上 部 偏 光 板 22の
透 過 軸 方 向 θ は 下 部 偏 光 板 12の 透 過 軸 方 向 φ と 直 交 し て い る ： φ ＝ θ ＋ 90° 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100と 下 部 偏 光 板 12と の 間 に は 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 13が 挿
入 さ れ 、 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200と 上 部 偏 光 板 22と の 間 に は 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14
が 挿 入 さ れ て い る （ 図 ２ 、 ４ 参 照 ） 。 上 部 偏 光 板 22の 上 に は 反 射 偏 光 板 15が 設 置 さ れ 、 そ
の 上 に は 第 ２ 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16が 設 置 さ れ て い る 。 λ ／ ４ 位 相 差 板 13、 14、 16は 、 所
定 の 軸 （ 進 相 軸 ） に 対 し て 平 行 な 偏 光 成 分 の 位 相 よ り 、 そ の 軸 に 対 し て 垂 直 な 偏 光 成 分 の
位 相 を 1／ 4波 長 だ け 遅 ら せ る 。 従 っ て 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 13、 14、 16は 線 偏 光 を 円 偏 光 （ 楕
円 偏 光 も 含 む ） に 変 換 し 、 逆 に 円 偏 光 を 線 偏 光 に 変 換 す る 。 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 で は
特 に 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 13、 14、 16の 各 進 相 軸 が 上 部 偏 光 板 22の 透 過 軸 方 向 θ か ら 角 度 ± 45
° で 傾 い て い る 。 そ の と き 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 13、 14、 16で は 最 大 の 位 相 差 が 生 じ る 。 尚 、
λ ／ ４ 位 相 差 板 13、 14、 16の 各 進 相 軸 が そ の 他 の 角 度 に 設 定 さ れ て も 良 い 。 反 射 偏 光 板 15
は 、 互 い に 直 交 す る 透 過 軸 と 反 射 軸 と を 有 す る 。 反 射 偏 光 板 15は 、 透 過 軸 方 向 の 線 偏 光 を
透 過 さ せ 、 反 射 軸 方 向 の 線 偏 光 を 反 射 す る 。 反 射 偏 光 板 15の 透 過 軸 は 上 部 偏 光 板 22の 透 過
軸 と 同 一 方 向 で あ る 。 反 射 偏 光 板 15は 好 ま し く は Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ （ Dual　 Brightness　 Enhancem
ent  Film） で あ る 。 こ こ で 、 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ で は 、 高 分 子 フ ィ ル ム の 屈 折 率 異 方 性 に よ り 反 射
率 が 異 方 性 を 示 す （ 例 え ば 、 米 国 特 許 5,825,543号 参 照 ） 。 反 射 偏 光 板 15は そ の 他 に 、 微
細 な 線 状 パ タ ー ン を 用 い た 偏 光 素 子 （ 特 開 平 2－ 308106参 照 ） で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16の 上 に は 機 能 性 透 明 基 板 17が 設 置 さ れ て い る 。 本 発 明 の こ
の 実 施 形 態 で は 機 能 性 透 明 基 板 17の 外 面 （ 図 ２ で は 上 面 ） が プ リ ズ ム 形 状 に 加 工 さ れ て い
る 。 各 プ リ ズ ム は 第 １ 面 17－ 1と 第 ２ 面 17－ 2と か ら 成 る 。 こ の 実 施 形 態 で は 特 に 、 第 １ 面
17－ 1が 機 能 性 透 明 基 板 17そ の も の の 面 で あ り 、 第 ２ 面 17－ 2が 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 上 に
積 層 さ れ た コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 の 面 で あ る 。 外 部 か ら 第 ２ 面 17－ 2に 入 射 す る 光 の う ち
、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 の 配 列 が 成 す 螺 旋 と 同 一 方 向 の 円 偏 光 は 透 過 し 、 反
対 方 向 の 円 偏 光 は 反 射 さ れ る 。 機 能 性 透 明 基 板 17に 第 １ 面 17－ 1及 び 第 ２ 面 17－ 2を 形 成 す
る 方 法 に つ い て は 後 で 説 明 す る 。 尚 、 機 能 性 透 明 基 板 17、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16、
反 射 偏 光 板 15、 上 部 偏 光 板 22、 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14、 表 示 パ ネ ル 300、 下 部 λ ／
４ 位 相 差 板 13、 及 び 下 部 偏 光 板 12の 各 層 の 間 は 好 ま し く は 粘 着 剤 に よ っ て 接 着 さ れ て い る
。 さ ら に 、 下 部 偏 光 板 12の 背 後 （ 図 ４ で は 下 方 ） に は バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 500が 設 置 さ
れ て い る 。 本 発 明 の こ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 が 主 に 透 過 モ ー ド で 動 作 す る と き 、
バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 500が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 背 面 （ す な わ ち 下 部 偏 光 板
12） を 照 ら す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 上 部 で は 透 過 光 や 反 射 光 の 各 偏 光 状 態 が 以 下 の よ う に 変 化 す
る （ 図 ５ 参 照 ） 。
　 表 示 パ ネ ル の 正 面 か ら 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 ２ 面 17－ 2に 入 射 し た 光 Aの う ち 、 コ レ ス テ
リ ッ ク 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 の 成 す 螺 旋 と 同 一 方 向 の 円 偏 光 （ 例 え ば 、 右 円 偏 光 ） A－ 1は 透
過 し 、 反 対 方 向 の 円 偏 光 （ 左 円 偏 光 ） A－ 2は 反 射 さ れ る 。 右 円 偏 光 A－ 1は 第 ２ の 上 部 λ ／
４ 位 相 差 板 16を 透 過 す る 間 に Ｘ 軸 方 向 の 線 偏 光 （ Ｘ 軸 線 偏 光 ） に 変 換 さ れ る 。 こ こ で 、 反
射 偏 光 板 15及 び 上 部 偏 光 板 22の 各 透 過 軸 が Ｘ 軸 方 向 に 設 定 さ れ て い る の で 、 Ｘ 軸 線 偏 光 は
反 射 偏 光 板 15及 び 上 部 偏 光 板 22を 透 過 す る 。 一 方 、 左 円 偏 光 A－ 2は 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ
れ た 後 、 隣 の 第 １ 面 17－ 1に 入 射 す る 。 そ の 入 射 光 の 一 部 は 外 部 に 反 射 さ れ 、 一 部 は 第 １
面 17－ 1を 透 過 し て そ の 隣 の 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ れ る 。 こ こ で 、 第 ２ 面 17－ 2は コ レ ス テ
リ ッ ク 液 晶 で 覆 わ れ て い る の で 、 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ れ た 円 偏 光 の 方 向 は 変 わ ら な い 。
す な わ ち 、 左 円 偏 光 A－ 2は 自 分 の 偏 光 方 向 を 反 射 後 も そ の ま ま 維 持 す る 。 反 射 さ れ た 左 円
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偏 光 A－ 2は そ の 後 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16を 透 過 す る 間 に Ｙ 軸 方 向 の 線 偏 光 （ Ｙ 軸
線 偏 光 ） に 変 換 さ れ る 。 こ こ で 、 反 射 偏 光 板 15の 反 射 軸 が Ｙ 軸 方 向 に 設 定 さ れ て い る の で
、 Ｙ 軸 線 偏 光 A－ 2は 反 射 偏 光 板 15に よ り 反 射 さ れ る （ 図 ５ に 示 さ れ て い る 反 射 光 A－ 3参 照
） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 外 部 か ら 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 １ 面 17－ 1に 入 射 し た 光 Bは 第 １ 面 17－ 1を 透 過 す る （ 図
５ 参 照 ） 。 そ の 透 過 光 Bは 全 方 向 の 偏 光 成 分 を 維 持 し て い る 。 透 過 光 Bは 第 ２ の 上 部 λ ／ ４
位 相 差 板 16に 入 射 す る 。 こ こ で 、 全 方 向 の 偏 光 成 分 を 有 す る 光 が λ ／ ４ 位 相 差 板 を 透 過 し
て も 全 方 向 の 偏 光 成 分 が そ の ま ま 維 持 さ れ る 。 従 っ て 、 透 過 光 Bが 全 方 向 の 偏 光 成 分 を 維
持 し た ま ま 、 反 射 偏 光 板 15に 入 射 す る 。 反 射 偏 光 板 15は 、 透 過 光 Bの う ち 透 過 軸 （ Ｘ 軸 ）
方 向 の 偏 光 成 分 B－ 1を 透 過 さ せ 、 反 射 軸 （ Ｙ 軸 ） 方 向 の 偏 光 成 分 B－ 2を 反 射 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 表 示 パ ネ ル の 斜 め 前 方 か ら 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 ２ 面 17－ 2に 対 し て 垂 直 に 入 射 す る 光 C
の う ち 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 の 成 す 螺 旋 と 同 一 方 向 の 円 偏 光 （ 右 円 偏 光 ）
C－ 1は 透 過 し 、 反 対 方 向 に 回 転 す る 円 偏 光 （ 左 円 偏 光 ） C－ 2は 外 部 に 反 射 さ れ る （ 図 ５ 参
照 ） 。 右 円 偏 光 C－ 1は 上 記 の 右 円 偏 光 A－ 1と 同 様 な 経 路 を 進 む 。 尚 、 第 ２ 面 17－ 2で 反 射
さ れ た 左 円 偏 光 C－ 2が 上 記 の 左 円 偏 光 A－ 2と 同 様 に 、 隣 の 第 １ 面 17－ 1に 再 び 入 射 し 、 そ
の 第 １ 面 17－ 1で 屈 折 さ れ 、 ま た は そ の 隣 の 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ れ て 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位
相 差 板 16に 入 射 す る よ う に 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 １ 面 17－ 1及 び 第 ２ 面 17－ 2の 各 角 度 が
設 計 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 反 射 偏 光 板 15で 反 射 さ れ た Ｙ 軸 線 偏 光 A－ 3、 B－ 2は 再 び 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16を
透 過 す る 間 に 左 円 偏 光 Dに 変 換 さ れ る （ 図 ５ 参 照 ） 。 左 円 偏 光 Dは 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 １
面 17－ 1に 入 射 す る 光 D－ 1と 第 ２ 面 17－ 2に 入 射 す る 光 D－ 2と に 分 け ら れ る 。 左 円 偏 光 D－ 1
の 一 部 は 第 １ 面 17－ 1を 透 過 し 、 別 の 一 部 は 第 １ 面 17－ 1で 反 射 さ れ 、 さ ら に そ の 隣 の 第 ２
面 17－ 2で 反 射 さ れ て 機 能 性 透 明 基 板 17内 に 戻 る 。 一 方 、 左 円 偏 光 D－ 2は 第 ２ 面 17－ 2で 反
射 さ れ 、 そ の 反 射 光 の 一 部 が 隣 の 第 １ 面 17－ 1を 透 過 し 、 別 の 一 部 が そ の 第 １ 面 17－ 1で 反
射 さ れ て 機 能 性 透 明 基 板 17内 に 戻 る 。 こ こ で 、 第 １ 面 17－ 1で 反 射 さ れ る 光 の 位 相 は 180°
変 化 し 、 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ れ る 光 の 位 相 は 変 化 し な い 。 従 っ て 、 機 能 性 透 明 基 板 17内
に 戻 っ て き た 光 D－ 1、 D－ 2は い ず れ も 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16
に 入 射 す る 。 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16で は 右 円 偏 光 D－ 1、 D－ 2が 上 記 の 右 円 偏 光 A－ 1
と 同 様 に 、 Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ て 上 部 偏 光 板 22を 透 過 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 外 部 か ら 機 能 性 透 明 基 板 17の 上 面 （ 第 １ 面 17－ 1及 び 第 ２ 面 17－ 2） に 入
射 し た 光 の う ち 、 反 射 偏 光 板 15で 反 射 さ れ た 偏 光 成 分 A－ 3、 B－ 2は 、 機 能 性 透 明 基 板 17の
上 面 17－ 1、 17－ 2で 反 射 さ れ る こ と に よ り 偏 光 方 向 が 変 わ る 。 そ の 結 果 、 反 射 偏 光 板 15を
透 過 可 能 な 偏 光 成 分 が 増 え る 。 こ う し て 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は
外 部 光 を よ り 効 率 よ く 利 用 で き る の で 、 反 射 輝 度 が 向 上 す る 。 尚 、 反 射 輝 度 の さ ら な る 向
上 の た め に は 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 １ 面 17－ 1及 び 第 ２ 面 17－ 2の 形 状 及 び 角 度 の 工 夫 の
他 に 、 外 部 の 空 気 層 と 機 能 性 透 明 基 板 17と の 間 で 屈 折 率 の 差 を 可 能 な 限 り 大 き く 設 定 す る
こ と が 望 ま し い 。 外 部 の 空 気 層 と 機 能 性 透 明 基 板 17と の 間 で 屈 折 率 の 差 が 大 き い 場 合 、 外
部 の 空 気 層 か ら 機 能 性 透 明 基 板 17に 入 射 す る 光 に は 全 反 射 が 生 じ な い 。 一 方 、 機 能 性 透 明
基 板 17か ら 外 部 の 空 気 層 に 入 射 す る 光 に は 全 反 射 が 生 じ や す い 。 そ の 結 果 、 外 部 光 を よ り
効 率 よ く 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と の そ れ ぞ れ で は 透
過 光 や 反 射 光 の 各 偏 光 状 態 が 以 下 の よ う に 変 化 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。 こ こ で 、 反 射 モ ー ド で
は 、 外 部 光 が 機 能 性 透 明 基 板 17と 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16と を 透 過 す る 間 に Ｘ 軸 方 向
の 線 偏 光 に 変 換 さ れ て 利 用 さ れ る 。 一 方 、 透 過 モ ー ド で は 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 500か
ら 下 部 偏 光 板 12に 入 射 す る 内 部 光 が 利 用 さ れ る 。 さ ら に 、 図 ６ 及 び 以 下 の 説 明 で は 液 晶 セ
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ル が Ｔ Ｎ 型 で あ る こ と を 想 定 す る 。 Ｔ Ｎ 型 液 晶 セ ル の 液 晶 層 3で は 、 電 界 が 印 加 さ れ て い
る 間 は 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 表 示 パ ネ ル に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る の で 透 過 光 の 偏 光 状 態 が
ほ と ん ど 変 化 し な い 。 一 方 、 電 界 が 印 加 さ れ て い な い 間 は 液 晶 分 子 の 方 向 が 表 示 パ ネ ル に
対 し て 水 平 で あ る の で 透 過 光 の 偏 光 状 態 が 大 き く 変 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま ず 、 液 晶 層 3に 対 し て 電 界 が 印 加 さ れ て い な い 場 合 の 反 射 領 域 RA1及 び 透 過 領 域 TA1に
つ い て 説 明 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。
　 外 部 光 R1が 、 第 ２ 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16、 反 射 偏 光 板 15、 及 び 上 部 偏 光 板 22を 透 過 す る
間 に Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ 、 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入 射 す る 。 第 １ の 上 部 λ ／ ４
位 相 差 板 14で は 入 射 し た Ｘ 軸 線 偏 光 が 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 そ の 右 円 偏 光 は 共 通 電 極 表
示 パ ネ ル の 基 板 210及 び カ ラ ー フ ィ ル タ 230を 透 過 し て 液 晶 層 3に 入 射 す る 。 液 晶 層 3に 対 し
て は 電 界 が 印 加 さ れ て い な い の で 、 右 円 偏 光 は 液 晶 層 3を 透 過 す る 間 に Ｙ 軸 線 偏 光 に 変 換
さ れ る 。 反 射 領 域 RA1で は 、 変 換 さ れ た Ｙ 軸 線 偏 光 が 反 射 電 極 194で 反 射 さ れ 、 位 相 が 180
° 変 わ る 。 し か し 、 Ｙ 軸 線 偏 光 は 反 射 後 も 依 然 と し て Ｙ 軸 線 偏 光 で あ る 。 反 射 電 極 194で
反 射 さ れ た Ｙ 軸 線 偏 光 は 、 液 晶 層 3を 透 過 す る 間 に 再 び 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 そ の 右 円
偏 光 は カ ラ ー フ ィ ル タ 230と 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210と を 透 過 し て 第 １ の 上 部 λ ／ ４
位 相 差 板 14に 入 射 す る 。 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は 右 円 偏 光 が Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ
れ る 。 そ の Ｘ 軸 線 偏 光 は 上 部 偏 光 板 22と 反 射 偏 光 板 15と を 透 過 し て 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相
差 板 16に 入 射 す る 。 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16で は Ｘ 軸 線 偏 光 が 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ る
。 変 換 さ れ た 右 円 偏 光 は 機 能 性 透 明 基 板 17を 透 過 し て 外 部 に 放 出 さ れ る （ ホ ワ イ ト 表 示 ）
。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 透 過 モ ー ド で は バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 500が 下 部 偏 光 板 12を 照 ら し 、 そ の 内 部 光 が 下 部
偏 光 板 12を 透 過 し て Ｙ 軸 線 偏 光 Tに 変 換 さ れ る （ 図 ６ 参 照 ） 。 そ の Ｙ 軸 線 偏 光 Tは 下 部 λ ／
４ 位 相 差 板 13を 透 過 す る 間 に 左 円 偏 光 T1に 変 換 さ れ る 。 透 過 領 域 TA1で は 左 円 偏 光 T1が 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル の 基 板 110を 透 過 し て 液 晶 層 3に 入 射 す る 。 液 晶 層 3に 対 し て は
電 界 が 印 加 さ れ て い な い の で 、 左 円 偏 光 T1は 液 晶 層 3を 透 過 す る 間 に 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ
る 。 変 換 さ れ た 右 円 偏 光 は カ ラ ー フ ィ ル タ 230と 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210と を 透 過 し
て 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入 射 す る 。 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は 右 円 偏 光 が
Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ た Ｘ 軸 線 偏 光 は 上 部 偏 光 板 22と 反 射 偏 光 板 15と を 透 過
し 、 さ ら に 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16を 透 過 す る 間 に 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ
た 右 円 偏 光 は 機 能 性 透 明 基 板 17を 透 過 し て 外 部 に 放 出 さ れ る （ ホ ワ イ ト 表 示 ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 液 晶 層 3に 対 し て 電 界 が 印 加 さ れ て い る 場 合 の 反 射 領 域 RA2及 び 透 過 領 域 TA2に つ
い て 説 明 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。
　 外 部 光 R2は 反 射 偏 光 板 15及 び 上 部 偏 光 板 22を 透 過 す る 間 に Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ 、 第 １
の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入 射 す る 。 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は 、 入 射 し た Ｘ 軸 線
偏 光 が 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 そ の 右 円 偏 光 は 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210及 び カ ラ ー
フ ィ ル タ 230を 透 過 し て 液 晶 層 3に 入 射 す る 。 液 晶 層 3に 対 し て は 電 界 が 印 加 さ れ て い る の
で 、 （ 特 に ブ ラ ッ ク 表 示 で は ） 入 射 光 の 偏 光 方 向 が 変 化 し な い 。 反 射 領 域 RA2で は 、 液 晶
層 3を 透 過 し た 右 円 偏 光 が 反 射 電 極 194で 反 射 さ れ る 。 そ の と き 、 位 相 が 180° 変 わ る の で
、 右 円 偏 光 は 左 円 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 反 射 電 極 194で 反 射 さ れ た 左 円 偏 光 は 偏 光 方 向 を 維
持 し た ま ま 液 晶 層 3を 透 過 し 、 さ ら に カ ラ ー フ ィ ル タ 230と 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210
と を 透 過 し て 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入 射 す る 。 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は
左 円 偏 光 が Ｙ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ た Ｙ 軸 線 偏 光 は 上 部 偏 光 板 22に 全 て 吸 収 さ
れ る の で 、 外 部 に は 光 が 放 出 さ れ な い （ ブ ラ ッ ク 表 示 ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 透 過 モ ー ド で は バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 500の 内 部 光 が 下 部 偏 光 板 12を 透 過 し て Ｙ 軸 線 偏
光 Tに 変 換 さ れ る （ 図 ６ 参 照 ） 。 そ の Ｙ 軸 線 偏 光 Tは 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 13を 透 過 す る 間 に
左 円 偏 光 T2に 変 換 さ れ る 。 透 過 領 域 TA2で は 左 円 偏 光 T2が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル の
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基 板 110を 透 過 し て 液 晶 層 3に 入 射 す る 。 液 晶 層 3に 対 し て は 電 界 が 印 加 さ れ て い る の で 、
（ 特 に ブ ラ ッ ク 表 示 で は ） 左 円 偏 光 T2が 偏 光 方 向 を 維 持 し た ま ま 液 晶 層 3を 透 過 し 、 さ ら
に カ ラ ー フ ィ ル タ 230と 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210と を 透 過 し て 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相
差 板 14に 入 射 す る 。 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は 左 円 偏 光 が Ｙ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ る
。 変 換 さ れ た Ｙ 軸 線 偏 光 は 上 部 偏 光 板 22に 全 て 吸 収 さ れ る の で 、 外 部 に は 光 が 放 出 さ れ な
い （ ブ ラ ッ ク 表 示 ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 述 の 通 り 、 透 過 モ ー ド 及 び 反 射 モ ー ド の い ず れ に お い て も 、 液 晶 層 3に 対 し て 電 界 が
印 加 さ れ て い る 場 合 は ブ ラ ッ ク が 表 示 さ れ 、 電 界 が 印 加 さ れ て い な い 場 合 は ホ ワ イ ト が 表
示 さ れ る 。 尚 、 ブ ラ ッ ク 表 示 で は 、 液 晶 層 3に 対 す る 電 界 の 強 さ に 応 じ て 液 晶 層 3を 透 過 す
る 光 の 偏 光 状 態 が 調 節 さ れ る こ と に よ り 、 液 晶 層 3か ら カ ラ ー フ ィ ル タ 230と 共 通 電 極 表 示
パ ネ ル の 基 板 210と を 透 過 し て 第 １ 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入 射 す る 光 の 一 部 が 外 部 に 放
出 さ れ て も 良 い 。 そ れ に よ り 、 画 素 の 輝 度 が 適 切 に 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 機 能 性 透 明 基 板 17は 好 ま し く は 以 下 の 工 程 順 に 形 成 さ れ る （ 図 ７ ～ １ ２ 参 照 ） 。 第 一 の
工 程 で は 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 上 面 を プ リ ズ ム 形 状 に 加 工 し 、 光 配 向 材 20を 塗 布 す る （ 図
７ 参 照 ） 。 第 二 の 工 程 で は 、 第 １ マ ス ク 30を 用 い て 光 配 向 材 20を 露 光 す る （ 図 ８ 参 照 ） 。
第 三 の 工 程 で は 、 光 配 向 材 20を 現 像 し 、 第 １ 面 17－ 1か ら は 光 配 向 材 20を 除 去 し 、 第 ２ 面 1
7－ 2に は 光 配 向 膜 21を 残 す （ 図 ９ 参 照 ） 。 第 四 の 工 程 で は 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 上 面 に コ
レ ス テ リ ッ ク 液 晶 40を 塗 布 す る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。 第 五 の 工 程 で は 、 第 ２ マ ス ク 35を 用 い て
コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 40を 露 光 す る （ 図 １ １ 参 照 ） 。 第 六 の 工 程 で は 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶
40を 現 像 し て 硬 化 し 、 第 １ 面 17－ 1か ら は コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 を 除 去 し 、 第 ２ 面 17－ 2に は
コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 41を 残 す （ 図 １ ２ 参 照 ） 。 図 １ ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 光 配 向 膜
21と コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 41と が 第 ２ 面 17－ 2を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 機 能 性 透 明 基 板 17の 断 面 は 、 図 ２ 、 ４ に 示 さ れ て い る 形 状 の 他 に 、 図 １ ３ に 示 さ れ て い
る よ う な 形 状 で あ っ て も 良 い 。 図 １ ３ で は 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 上 面 の 一 部 に 第 １ 面 17－
1と 第 ２ 面 17－ 2と が 好 ま し く は 陰 刻 で 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 面 17－ 1と 第 ２ 面 17－ 2と は そ
の 他 に 陽 刻 で 形 成 さ れ て も 良 い 。 第 ２ 面 17－ 2に は 上 記 の も の と 同 様 に 、 コ レ ス テ リ ッ ク
液 晶 層 が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 下 面 が プ リ ズ ム 形 状 に 加 工 さ れ て い る 。 こ こ で 、 好 ま し
く は 、 上 面 の 頂 点 （ 第 １ 面 17－ 1と 第 ２ 面 17－ 2と の 間 の 境 界 ） P2を 通 る 表 示 パ ネ ル の 法 線
が 、 下 面 の 頂 点 （ プ リ ズ ム 形 状 の 屈 折 部 ） P1、 P2の そ れ ぞ れ を 通 る 法 線 の い ず れ か ら も ず
れ て い る （ 図 １ ３ に 示 さ れ て い る 破 線 群 参 照 ） 。 そ の 場 合 、 第 ２ 面 17－ 2の コ レ ス テ リ ッ
ク 液 晶 層 に は 多 く の 反 射 光 が 集 中 す る の で 、 光 の 利 用 効 率 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 機 能 性 透 明 基 板 17の 下 面 が プ リ ズ ム 形 状 で あ る 場 合 、 そ の
下 に 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16（ 図 ２ 、 ４ 参 照 ） を 、 好 ま し く は 、 次 の 二 つ の 方 法 の い
ず れ か で 接 着 す る 。
　 第 １ の 方 法 で は 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16を 機 能 性 透 明 基 板 17の 下 面 に 直 接 配 置 す
る 。 こ こ で 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16が 機 能 性 透 明 基 板 17の 下 面 と 同 じ 形 状 に 加 工 さ
れ る 。 機 能 性 透 明 基 板 17と 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16と を 互 い に 異 な る 形 状 に 形 成 す る
場 合 は 、 粘 着 剤 を 利 用 し て 機 能 性 透 明 基 板 17と 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16と の 間 を 接 着
す る 工 程 が 必 要 で あ る 。 そ れ に 対 し 、 上 記 の よ う に 第 ２ 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16を 機 能 性 透
明 基 板 17の 下 面 に 直 接 配 置 す る 場 合 は 接 着 工 程 が 不 要 で あ る 。 但 し 、 第 ２ 上 部 λ ／ ４ 位 相
差 板 16と 反 射 偏 光 板 15と の 間 に は 空 間 が 形 成 さ れ る 。 第 ２ の 方 法 で は 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４
位 相 差 板 16を 反 射 偏 光 板 15の 上 に 接 着 し 、 そ の 上 に 機 能 性 透 明 基 板 17の 下 面 を 配 置 す る 。
そ の 場 合 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16と 機 能 性 透 明 基 板 17と の 間 に は 空 間 が 形 成 さ れ る
。 第 １ 及 び 第 ２ の 方 法 の い ず れ で も 、 層 間 に 空 間 が 形 成 さ れ る 。 好 ま し く は 、 そ の 空 間 に
は 空 気 に 代 え 、 上 側 の 層 の 屈 折 率 と 下 側 の 層 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を 有 す る 媒 体 （ 例
え ば 、 シ リ コ ン 樹 脂 等 の 有 機 シ リ コ ン 系 媒 体 ） を 充 填 す る 。 そ れ に よ り 、 空 気 を 充 填 し た
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場 合 と は 異 な り 、 上 側 の 層 か ら そ の 空 間 に 入 射 す る 光 が 全 反 射 を 受 け る こ と な く 、 下 側 の
層 に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 機 能 性 透 明 基 板 17の 断 面 形 状 は 、 図 ４ 、 １ ３ に 示 さ れ て い る も の の 他 に も 様 々 な 形 状 に
加 工 さ れ て も 良 い 。 但 し 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 形 状 は 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16の 上
面 と 機 能 性 透 明 基 板 17と の 間 の 反 射 を 考 慮 し 、 光 学 シ ス テ ム を 最 適 化 す る よ う に 決 定 す る
。 即 ち 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 形 状 は 、 外 部 光 の 利 用 効 率 の み な ら ず 、 視 野 角 や コ ン ト ラ ス
ト な ど の 表 示 特 性 も 考 慮 し て 決 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 の 実 施 形 態 で は 、 反 射 偏 光 板 15の 下 に 上 部 偏 光 板 22を 設 け て い る （ 図 ２ 、 ４ 参 照 ）
。 上 部 偏 光 板 22は 吸 収 型 で あ る の で 、 反 射 偏 光 板 15よ り は 一 般 に 偏 光 性 能 に 優 れ て い る 。
従 っ て 、 上 部 偏 光 板 22の 設 置 に よ り 反 射 偏 光 板 15の 偏 光 性 能 が 補 わ れ る 。 但 し 、 反 射 偏 光
板 15の 透 過 軸 と 上 部 偏 光 板 22の 透 過 軸 と は 同 一 方 向 で あ る の で 、 反 射 偏 光 板 15の 偏 光 性 能
が 十 分 に 高 い 場 合 、 ま た は 、 表 示 画 像 の コ ン ト ラ ス ト の さ ら な る 向 上 よ り 表 示 パ ネ ル の ス
リ ム 化 や 生 産 コ ス ト の 削 減 が 優 先 さ れ る 場 合 は 、 上 部 偏 光 板 22を 省 略 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 の 実 施 形 態 で は 液 晶 セ ル が Ｔ Ｎ 型 で あ る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た （ 図 ６ 参 照 ） 。
そ の 他 に 、 液 晶 セ ル が Ｖ Ａ 型 ま た は Ｅ Ｃ Ｂ 型 で あ っ て も 良 い 。 さ ら に 、 液 晶 セ ル が Ｉ Ｐ Ｓ
型 （ 共 通 電 極 270と 透 明 電 極 192ま た は 反 射 電 極 194と が 同 一 の 絶 縁 基 板 に 形 成 さ れ て い る
） で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 反 射 領 域 の 構 成 （ 図 ２ 、 ６ 参 照 ） が 反 射 型 液 晶 表 示 装 置
に 適 用 さ れ て も 良 い （ 図 １ ４ 参 照 ） 。 こ こ で 、 そ の 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 ６ に 示 さ れ
て い る 上 記 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 と は 、 透 過 領 域 （ 特 に 透 明 電 極 192） を 含 ん で い な い
点 、 及 び 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル の 基 板 110の 下 に 、 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 13、 下 部
偏 光 板 12、 及 び バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 500を い ず れ も 設 け て い な い 点 で の み 異 な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る （ 図 １ ５ ～ １ ８ 参 照
） 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 は 、 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 外 面 （ 図 １ ６ 、 １ ８ で は 上 面 ） の
構 成 （ 特 に 反 射 偏 光 板 15に 代 え て 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18を 含 む 点 ） を 除 き 、 上 記 の 実
施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 （ 図 １ ～ ４ 参 照 ） と 同 様 で あ る 。 従 っ て 、 以 下 で は 、 上
記 の 実 施 形 態 と は 異 な る 部 分 を 主 に 説 明 す る 。 図 １ ５ ～ １ ８ で は そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 に
対 し て 図 １ ５ ～ １ ８ に 示 さ れ て い る 符 号 と 同 じ 符 号 を 付 し 、 そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 の 詳 細
は 上 記 の 実 施 形 態 に つ い て の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ６ 、 １ ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 実 施 形 態 で は 上 記 の 実 施 形 態 （ 図 ２ 、 ４ 参 照
） と は 異 な り 、 上 部 偏 光 板 22の 上 に は 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16が 配 置 さ れ 、 そ の 上 に
選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18が 配 置 さ れ て い る 。 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18は 、 特 定 方 向 の
円 偏 光 を 透 過 さ せ 、 反 対 方 向 の 円 偏 光 を 反 射 す る 。 こ の 実 施 形 態 で は 好 ま し く は コ レ ス テ
リ ッ ク 液 晶 層 を 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18と し て 用 い る 。 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18で は
、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 の 成 す 螺 旋 と 同 一 方 向 の 円 偏 光 が 透 過 し 、 反 対 方 向
の 円 偏 光 が 反 射 さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 好 ま し く は コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 が プ レ ー ナ 配
向 状 態 で あ り 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 の 螺 旋 軸 が 基 板 面 に 対 し て 垂 直 で あ る 。 選 択 的 円 偏
光 透 過 反 射 層 18を 形 成 す る 方 法 に つ い て は 後 で 説 明 す る 。 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18の 上
に は 機 能 性 透 明 基 板 17が 配 置 さ れ て い る 。 機 能 性 透 明 基 板 17、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18
、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16、 上 部 偏 光 板 22、 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14、 表 示 パ ネ
ル 300、 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 13、 及 び 下 部 偏 光 板 12の 各 層 の 間 は 好 ま し く は 粘 着 剤 で 接 着
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 上 部 で は 透 過 光 や 反 射 光 の 各 偏 光 状 態 が 以 下 の よ う に 変 化 す
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る （ 図 １ ９ 参 照 ） 。
　 表 示 パ ネ ル の 正 面 か ら 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 ２ 面 17－ 2に 入 射 し た 光 Aの う ち 、 コ レ ス テ
リ ッ ク 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 の 成 す 螺 旋 と 同 一 方 向 の 円 偏 光 （ 例 え ば 、 右 円 偏 光 ） A－ 1は 透
過 し 、 反 対 方 向 の 円 偏 光 （ 左 円 偏 光 ） A－ 2は 反 射 さ れ る 。 右 円 偏 光 A－ 1は 選 択 的 円 偏 光 透
過 反 射 層 18に 入 射 す る 。 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18で は 、 右 円 偏 光 は 透 過 し 、 左 円 偏 光 は
反 射 さ れ る の で 、 右 円 偏 光 A－ 1は そ の ま ま 透 過 し 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16に 入 射 す
る 。 第 ２ 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16で は 右 円 偏 光 A－ 1が Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ た
Ｘ 軸 線 偏 光 は 上 部 偏 光 板 22を 透 過 す る 。 一 方 、 左 円 偏 光 A－ 2は 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ れ た
後 、 隣 の 第 １ 面 17－ 1に 入 射 す る 。 そ の 入 射 光 の 一 部 は 外 部 に 反 射 さ れ 、 一 部 は 第 １ 面 17
－ 1を 透 過 し て そ の 隣 の 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ れ る 。 こ こ で 、 第 ２ 面 17－ 2で の 反 射 の 前 後
で は 左 円 偏 光 A－ 2の 偏 光 方 向 は 変 わ ら な い 。 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ れ た 左 円 偏 光 A－ 2は 選
択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18に よ り 反 射 さ れ る （ 図 １ ９ に 示 さ れ て い る 反 射 光 A－ 3参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 表 示 パ ネ ル の 正 面 か ら 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 １ 面 17－ 1に 入 射 す る 光 B1は 第 １ 面 17－ 1に
対 し て 斜 め に 入 射 し 、 表 示 パ ネ ル の 斜 め 前 方 か ら 第 １ 面 17－ 1に 入 射 す る 光 B2は 第 １ 面 17
－ 1に 対 し て 垂 直 に 入 射 す る （ 図 １ ９ 参 照 ） 。 斜 め の 入 射 光 B1と 垂 直 な 入 射 光 B2と で は 第
１ 面 17－ 1に 対 す る 入 射 角 度 は 異 な る 。 し か し 、 入 射 後 は い ず れ も 以 下 の よ う に 、 各 層 で
同 様 に 反 射 さ れ 、 ま た は 各 層 を 同 様 に 透 過 す る 。 入 射 光 B1、 B2は 全 て の 方 向 の 偏 光 成 分 を
維 持 し た ま ま 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 １ 面 17－ 1を 透 過 し て 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18に
入 射 す る 。 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18に 入 射 し た 光 B1、 B2の う ち 、 右 円 偏 光 B1－ 1、 B2－ 1
は そ の ま ま 透 過 し 、 左 円 偏 光 B1－ 2、 B2－ 2は 反 射 さ れ る 。 右 円 偏 光 B1－ 1、 B2－ 1は 選 択 的
円 偏 光 透 過 反 射 層 18を 透 過 し た 後 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16に 入 射 し て Ｘ 軸 線 偏 光 に
変 換 さ れ 、 上 部 偏 光 板 22を 透 過 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 表 示 パ ネ ル の 斜 め 前 方 か ら 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 ２ 面 17－ 2に 対 し て 垂 直 に 入 射 す る 光 C
の う ち 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 の 成 す 螺 旋 と 同 一 方 向 の 円 偏 光 （ 右 円 偏 光 ）
C－ 1は 透 過 し 、 反 対 方 向 の 円 偏 光 （ 左 円 偏 光 ） C－ 2は 外 部 に 反 射 さ れ る （ 図 １ ９ 参 照 ） 。
右 円 偏 光 C－ 1は 上 記 の 右 円 偏 光 A－ 1と 同 様 な 経 路 を 進 む 。 尚 、 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ れ た
左 円 偏 光 C－ 2が 上 記 の 左 円 偏 光 A－ 2と 同 様 に 、 隣 の 第 １ 面 17－ 1に 再 び 入 射 し 、 そ の 第 １
面 17－ 1で 屈 折 さ れ 、 ま た は そ の 隣 の 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ れ て 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18
に 入 射 す る よ う に 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 １ 面 17－ 1及 び 第 ２ 面 17－ 2の 各 角 度 が 設 計 さ れ
て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18で 反 射 さ れ た 左 円 偏 光 A－ 3、 B1－ 2、 及 び B2－ 2は 再 び 機 能 性
透 明 基 板 17に 入 射 す る 。 そ れ ら の 左 円 偏 光 Dは 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 １ 面 17－ 1に 入 射 す る
光 D－ 1と 第 ２ 面 17－ 2に 入 射 す る 光 D－ 2と に 分 け ら れ る 。 左 円 偏 光 D－ 1の 一 部 は 第 １ 面 17
－ 1を 透 過 し 、 別 の 一 部 は 第 １ 面 17－ 1で 反 射 さ れ 、 さ ら に そ の 隣 の 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ
れ て 機 能 性 透 明 基 板 17内 に 戻 る 。 一 方 、 左 円 偏 光 D－ 2は 第 ２ 面 17－ 2で 反 射 さ れ 、 そ の 反
射 光 の 一 部 が 隣 の 第 １ 面 17－ 1を 透 過 し 、 別 の 一 部 が そ の 第 １ 面 17－ 1で 反 射 さ れ て 機 能 性
透 明 基 板 17内 に 戻 る 。 こ こ で 、 第 １ 面 17－ 1で 反 射 さ れ る 光 の 位 相 は 180゜ 変 化 し 、 第 ２ 面
17－ 2で 反 射 さ れ る 光 の 位 相 は 変 化 し な い 。 従 っ て 、 機 能 性 透 明 基 板 17内 に 戻 っ て き た 光 D
－ 1、 D－ 2は い ず れ も 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18に 入 射 す る 。 選 択
的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18で は 右 円 偏 光 D－ 1、 D－ 2が そ の ま ま 透 過 し て 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相
差 板 16に 入 射 し 、 Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ た Ｘ 軸 線 偏 光 は 上 部 偏 光 板 22を 透 過
す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 上 面 （ 第 １ 面 17－ 1及 び 第 ２ 面 17－ 2） に 入 射 し た 光
の う ち 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18で 反 射 さ れ た 偏 光 成 分 A－ 3、 B1－ 2、 B2－ 2は 、 機 能 性
透 明 基 板 17の 上 面 17－ 1、 17－ 2で 反 射 さ れ る こ と に よ り 偏 光 方 向 が 変 わ る 。 そ の 結 果 、 選
択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18を 透 過 可 能 な 偏 光 成 分 が 増 え る 。 こ う し て 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施
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形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 外 部 光 を よ り 効 率 よ く 利 用 で き る の で 、 反 射 輝 度 が 向 上 す る 。
尚 、 反 射 輝 度 の さ ら な る 向 上 の た め に は 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 第 １ 面 17－ 1及 び 第 ２ 面 17
－ 2の 形 状 及 び 角 度 の 工 夫 の 他 に 、 外 部 の 空 気 層 と 機 能 性 透 明 基 板 17と の 間 で 屈 折 率 の 差
を 可 能 な 限 り 大 き く 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。 外 部 の 空 気 層 と 機 能 性 透 明 基 板 17と の 間 で
屈 折 率 の 差 が 大 き い 場 合 、 外 部 の 空 気 層 か ら 機 能 性 透 明 基 板 17に 入 射 す る 光 に は 全 反 射 が
生 じ な い 。 一 方 、 機 能 性 透 明 基 板 17か ら 外 部 の 空 気 層 に 入 射 す る 光 に は 全 反 射 が 生 じ や す
い 。 そ の 結 果 、 外 部 光 を よ り 効 率 よ く 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と の そ れ ぞ れ で は 透
過 光 や 反 射 光 の 各 偏 光 状 態 が 以 下 の よ う に 変 化 す る （ 図 ２ ０ 参 照 ） 。 こ こ で 、 反 射 モ ー ド
で は 、 外 部 光 が 、 機 能 性 透 明 基 板 17、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18、 及 び 第 ２ の 上 部 λ ／ ４
位 相 差 板 16を 透 過 す る 間 に Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ て 利 用 さ れ る 。 一 方 、 透 過 モ ー ド で は 、
バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 500か ら 下 部 偏 光 板 12に 入 射 す る 内 部 光 が 利 用 さ れ る 。 さ ら に 、 図
２ ０ 及 び 以 下 の 説 明 で は 、 図 ６ 及 び そ の 説 明 と 同 様 に 、 液 晶 セ ル が Ｔ Ｎ 型 で あ る こ と を 想
定 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま ず 、 液 晶 層 3に 対 し て 電 界 が 印 加 さ れ て い な い 場 合 の 反 射 領 域 RA1及 び 透 過 領 域 TA1に
つ い て 説 明 す る （ 図 ２ ０ 参 照 ） 。
　 外 部 光 R1が 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18、 第 ２ 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16、 及 び 上 部 偏 光 板
22を 透 過 す る 間 に Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ 、 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入 射 す る 。 第 １
の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は 入 射 し た Ｘ 軸 線 偏 光 が 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 そ の 右 円 偏 光
が 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210及 び カ ラ ー フ ィ ル タ 230を 透 過 し て 液 晶 層 3に 入 射 す る 。
液 晶 層 3に 対 し て は 電 界 が 印 加 さ れ て い な い の で 、 右 円 偏 光 は 液 晶 層 3を 透 過 す る 間 に Ｙ 軸
線 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 反 射 領 域 RA1で は 、 変 換 さ れ た Ｙ 軸 線 偏 光 が 反 射 電 極 194で 反 射 さ れ
、 位 相 が 180゜ 変 わ る 。 し か し 、 Ｙ 軸 線 偏 光 は 反 射 後 も 依 然 と し て Ｙ 軸 線 偏 光 で あ る 。 反
射 電 極 194で 反 射 さ れ た Ｙ 軸 線 偏 光 は 、 液 晶 層 3を 透 過 す る 間 に 再 び 右 円 偏 光 に 変 わ る 。 そ
の 右 円 偏 光 は カ ラ ー フ ィ ル タ 230と 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210と を 透 過 し て 第 １ の 上 部
λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入 射 す る 。 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は 右 円 偏 光 が Ｘ 軸 線 偏 光 に
変 換 さ れ る 。 そ の Ｘ 軸 線 偏 光 は 上 部 偏 光 板 22を 透 過 し て 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16に 入
射 す る 。 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16で は Ｘ 軸 線 偏 光 が 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ
た 右 円 偏 光 は 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18に 入 射 し て そ の ま ま 透 過 す る 。 透 過 し た 右 円 偏 光
は 機 能 性 透 明 基 板 17を 透 過 し て 外 部 に 放 出 さ れ る （ ホ ワ イ ト 表 示 ） 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 透 過 モ ー ド で は バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 500が 下 部 偏 光 板 12を 照 ら し 、 そ の 内 部 光 が 下 部
偏 光 板 12を 透 過 し て Ｙ 軸 線 偏 光 Tに 変 換 さ れ る （ 図 ２ ０ 参 照 ） 。 そ の Ｙ 軸 線 偏 光 Tは 下 部 λ
／ ４ 位 相 差 板 13を 透 過 す る 間 に 左 円 偏 光 T1に 変 換 さ れ る 。 透 過 領 域 TA1で は 左 円 偏 光 T1が
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル の 基 板 110を 透 過 し て 液 晶 層 3に 入 射 す る 。 液 晶 層 3に 対 し て
は 電 界 が 印 加 さ れ て い な い の で 、 左 円 偏 光 T1は 液 晶 層 3を 透 過 す る 間 に 右 円 偏 光 に 変 換 さ
れ る 。 変 換 さ れ た 右 円 偏 光 は カ ラ ー フ ィ ル タ 230と 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210と を 透 過
し て 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入 射 す る 。 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は 右 円 偏 光
が Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ た Ｘ 軸 線 偏 光 は 上 部 偏 光 板 22を 透 過 し 、 さ ら に 第 ２
の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16を 透 過 す る 間 に 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ た 右 円 偏 光 は 選
択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18に 入 射 し て そ の ま ま 透 過 し 、 さ ら に 機 能 性 透 明 基 板 17を 透 過 し て
外 部 に 放 出 さ れ る （ ホ ワ イ ト 表 示 ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 に 、 液 晶 層 3に 対 し て 電 界 が 印 加 さ れ て い る 場 合 の 反 射 領 域 RA2及 び 透 過 領 域 TA2に つ
い て 説 明 す る （ 図 ２ ０ 参 照 ） 。
　 外 部 光 R2は 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18、 第 ２ 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16、 及 び 上 部 偏 光 板
22を 透 過 す る 間 に Ｘ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ 、 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入 射 す る 。 第 １
の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は 入 射 し た Ｘ 軸 線 偏 光 が 右 円 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 そ の 右 円 偏 光
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は 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210及 び カ ラ ー フ ィ ル タ 230を 透 過 し て 液 晶 層 3に 入 射 す る 。
液 晶 層 3に 対 し て は 電 界 が 印 加 さ れ て い る の で 、 （ 特 に ブ ラ ッ ク 表 示 で は ） 入 射 光 の 偏 光
方 向 が 変 化 し な い 。 反 射 領 域 RA2で は 、 液 晶 層 3を 透 過 し た 右 円 偏 光 が 反 射 電 極 194で 反 射
さ れ る 、 そ の と き 、 位 相 が 180゜ 変 わ る の で 、 右 円 偏 光 は 左 円 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 反 射 電
極 194で 反 射 さ れ た 左 円 偏 光 は 偏 光 方 向 を 維 持 し た ま ま 液 晶 層 3を 透 過 し 、 さ ら に カ ラ ー フ
ィ ル タ 230と 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210と を 透 過 し て 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入
射 す る 。 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は 左 円 偏 光 が Ｙ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ
た Ｙ 軸 線 偏 光 は 上 部 偏 光 板 22に 全 て 吸 収 さ れ る の で 、 外 部 に は 光 が 放 出 さ れ な い （ ブ ラ ッ
ク 表 示 ） 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 透 過 モ ー ド で は バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 500の 内 部 光 が 下 部 偏 光 板 12を 透 過 し て Ｙ 軸 線 偏
光 Tに 変 換 さ れ る （ 図 ２ ０ 参 照 ） 。 そ の Ｙ 軸 線 偏 光 Tは 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 13を 透 過 す る 間
に 左 円 偏 光 T2に 変 換 さ れ る 。 透 過 領 域 TA2で は 左 円 偏 光 T2が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル
の 基 板 110を 透 過 し て 液 晶 層 3に 入 射 す る 。 液 晶 層 3に 対 し て は 電 界 が 印 加 さ れ て い る の で
、 （ 特 に ブ ラ ッ ク 表 示 で は ） 左 円 偏 光 T2が 偏 光 方 向 を 維 持 し た ま ま 液 晶 層 3を 透 過 し 、 さ
ら に カ ラ ー フ ィ ル タ 230と 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板 210と を 透 過 し て 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位
相 差 板 14に 入 射 す る 。 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14で は 左 円 偏 光 が Ｙ 軸 線 偏 光 に 変 換 さ れ
る 。 変 換 さ れ た Ｙ 軸 線 偏 光 は 上 部 偏 光 板 22に 全 て 吸 収 さ れ る の で 、 外 部 に 光 が 放 出 さ れ な
い （ ブ ラ ッ ク 表 示 ） 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド と の い ず れ に お い て も 、 液 晶 層 3に 対 し て 電 界
が 印 加 さ れ て い る 場 合 は ブ ラ ッ ク が 表 示 さ れ 、 電 界 が 印 加 さ れ て い な い 場 合 は ホ ワ イ ト が
表 示 さ れ る 。 尚 、 ブ ラ ッ ク 表 示 で は 、 液 晶 層 3に 対 す る 電 界 の 強 さ に 応 じ て 液 晶 層 3を 透 過
す る 光 の 偏 光 状 態 が 調 節 さ れ る こ と に よ り 、 液 晶 層 3か ら カ ラ ー フ ィ ル タ 230と 共 通 電 極 表
示 パ ネ ル の 基 板 210と を 透 過 し て 第 １ 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 14に 入 射 す る 光 の 一 部 が 外 部 に
放 出 さ れ て も 良 い 。 そ れ に よ り 、 画 素 の 輝 度 が 適 切 に 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18は 好 ま し く は 以 下 の よ う に 形 成 さ れ る （ 図 ２ １ ～ ２ ４ 参 照 ）
。 ま ず 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16の 上 面 に 光 配 向 材 を 塗 布 し て 露 光 す る こ と で 光 配 向
膜 25を 形 成 す る （ 図 ２ １ 参 照 ） 。 次 に 、 光 配 向 膜 25の 上 に 、 Ｕ Ｖ 架 橋 材 を 含 む コ レ ス テ リ
ッ ク 液 晶 45を 塗 布 す る （ 図 ２ ２ 参 照 ） 。 こ こ で 、 好 ま し く は 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 45が プ
レ ー ナ 配 向 状 態 で あ る 。 そ の 後 、 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 45に 対 し て Ｕ Ｖ を 照 射 し て コ レ ス テ
リ ッ ク 液 晶 を 硬 化 さ せ る （ 図 ２ ３ 参 照 ） 。 硬 化 し た コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 46は 光 配 向 膜 25と
共 に 、 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18を 構 成 す る （ 図 ２ ４ 参 照 ） 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の
上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16の 上 面 に 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18を 設 け て い る 。 そ の 他 に 、 別 の
基 板 の 上 に 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18を 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 発 明 の こ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 工 程 （ 図 ２ ５ ～
３ ０ 参 照 ） は 、 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 工 程 （ 図 ７ ～ １ ２ 参 照 ）
と 全 く 同 様 で あ る 。 従 っ て 、 各 工 程 の 詳 細 は 上 記 の 実 施 形 態 に つ い て の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 の こ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で も 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 と 同
様 に 、 機 能 性 透 明 基 板 の 断 面 が 、 図 １ ９ に 示 さ れ て い る 形 状 の 他 に 、 図 ３ １ に 示 さ れ て い
る 形 状 で あ っ て も 良 い 。 そ れ に よ り 、 上 記 の 実 施 形 態 と 全 く 同 様 に 、 第 ２ 面 17－ 2の コ レ
ス テ リ ッ ク 液 晶 層 に 多 く の 反 射 光 が 集 中 す る の で 、 光 の 利 用 効 率 が さ ら に 向 上 す る 。 こ こ
で 、 図 ３ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 下 面 が プ リ ズ ム 形 状 で あ る 場 合 、
そ の 下 に 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 18を 、 好 ま し く は 、 上 記 の 実 施 形 態 で の 機 能 性 透 明 基 板
17の 下 面 と 第 ２ 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16と の 間 の 接 着 と 同 様 な 方 法 で 接 着 す る 。 特 に 、 層 間
に 空 間 が 形 成 さ れ る 場 合 、 好 ま し く は 、 そ の 空 間 に は 空 気 に 代 え 、 上 側 の 層 の 屈 折 率 と 下
側 の 層 の 屈 折 率 と の 中 間 の 屈 折 率 を 有 す る 媒 体 （ 例 え ば 、 シ リ コ ン 樹 脂 等 の 有 機 シ リ コ ン
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系 媒 体 ） を 充 填 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 機 能 性 透 明 基 板 17の 断 面 形 状 は 、 図 １ ８ 、 ３ １ に 示 さ れ て い る も の の 他 に も 様 々 な 形 状
に 加 工 さ れ て も 良 い 。 但 し 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 形 状 は 、 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 16の
上 面 と 機 能 性 透 明 基 板 17と の 間 の 反 射 を 考 慮 し 、 光 学 シ ス テ ム を 最 適 化 す る よ う に 決 定 す
る 。 即 ち 、 機 能 性 透 明 基 板 17の 形 状 は 、 外 部 光 の 利 用 効 率 の み な ら ず 、 視 野 角 や コ ン ト ラ
ス ト な ど の 表 示 特 性 も 考 慮 し て 決 定 す る 。
　 以 上 の 実 施 形 態 で は 液 晶 セ ル が Ｔ Ｎ 型 で あ る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た （ 図 １ ９ 参 照 ）
。 そ の 他 に 、 液 晶 セ ル が 、 Ｖ Ａ 型 、 Ｅ Ｃ Ｂ 型 、 ま た は Ｉ Ｐ Ｓ 型 の い ず れ で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 反 射 領 域 の 構 成 （ 図 １ ６ 、 １ ９ 参 照 ） が 反 射 型 液 晶 表 示
装 置 に 適 用 さ れ て も 良 い （ 図 ３ ２ 参 照 ） 。 こ こ で 、 そ の 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 １ ６ に
示 さ れ て い る 上 記 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 と は 、 透 過 領 域 （ 特 に 透 明 電 極 192） を 含 ん で
い な い 点 、 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル の 基 板 110の 下 に 、 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板 13、
下 部 偏 光 板 12、 及 び バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 500の い ず れ も 設 け て い な い 点 で の み 異 な る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 的 範
囲 は 上 記 の 実 施 形 態 に は 限 定 さ れ な い 。 実 際 、 当 業 者 で あ れ ば 、 特 許 請 求 の 範 囲 で 定 義 さ
れ て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用 し て 多 様 な 変 形 及 び 改 良 が 可 能 で あ ろ う 。 従 っ て 、 そ れ
ら の 変 形 や 改 良 も 当 然 に 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る と 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 の 平 面 図
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 折 線 II－ II´ に 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 ３ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 折 線 III－ III´ に 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 を 簡 略 的 に 示 し た 模 式 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 上 部 で の 偏 光 状 態 を 示 す 模 式 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と の そ れ
ぞ れ で の 偏 光 状 態 を 示 す 模 式 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 一 の 工 程 を 示 す 断
面 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 二 の 工 程 を 示 す 断
面 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 三 の 工 程 を 示 す 断
面 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 四 の 工 程 を 示 す
断 面 図
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 五 の 工 程 を 示 す
断 面 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 六 の 工 程 を 示 す
断 面 図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 の 他 の 形 状 を 示 す 断 面 図
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 で の 偏 光 状 態 を 示 す 模 式 図
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 の 平 面 図
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ に 示 さ れ て い る 折 線 XVI－ XVI´ に 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 １ ７ 】 図 １ ５ に 示 さ れ て い る 折 線 XVII－ XVII´ に 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 を 簡 略 的 に 示 し た 模 式 図
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 上 部 で の 偏 光 状 態 を 示 す 模 式 図
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と で
の 偏 光 状 態 を 示 す 模 式 図
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【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 を 形 成 す る 方 法 の 第 一 の
工 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 を 形 成 す る 方 法 の 第 二 の
工 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 を 形 成 す る 方 法 の 第 三 の
工 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層 を 形 成 す る 方 法 の 第 四 の
工 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 一 の 工 程 を 示
す 断 面 図
【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 二 の 工 程 を 示
す 断 面 図
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 三 の 工 程 を 示
す 断 面 図
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 四 の 工 程 を 示
す 断 面 図
【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 五 の 工 程 を 示
す 断 面 図
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 を 形 成 す る 方 法 の 第 六 の 工 程 を 示
す 断 面 図
【 図 ３ １ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 機 能 性 透 明 基 板 の 他 の 形 状 を 示 す 断 面 図
【 図 ３ ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 反 射 型 表 示 装 置 で の 偏 光 状 態 を 示 す 模 式 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
3  液 晶 層
12　 下 部 偏 光 板
13　 下 部 λ ／ ４ 位 相 差 板
14　 第 １ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板
15　 反 射 偏 光 板
16　 第 ２ の 上 部 λ ／ ４ 位 相 差 板
17　 機 能 性 透 明 基 板
17－ 1  第 １ 面
17－ 2  第 ２ 面
18　 選 択 的 円 偏 光 透 過 反 射 層
20　 光 配 向 材
21　 光 配 向 膜
22　 上 部 偏 光 板
30、 35　 マ ス ク
40、 41　 コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶
100  薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル
110  薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル の 基 板
121  ゲ ー ト 線
124  ゲ ー ト 電 極
131  維 持 電 極 線
140  ゲ ー ト 絶 縁 膜
154  半 導 体
163、 165  オ ー ミ ッ ク 接 触 層
171  デ ー タ 線
173  ソ ー ス 電 極
175  ド レ イ ン 電 極
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180  保 護 膜
187  有 機 絶 縁 膜
182、 183、 185  コ ン タ ク ト ホ ー ル
95、 97　 接 触 補 助 部 材
190  画 素 電 極
192  透 明 電 極
194  反 射 電 極
195  透 過 窓
200  共 通 電 極 表 示 パ ネ ル
210  共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板
220  ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
230  カ ラ ー フ ィ ル タ
270  共 通 電 極
300  表 示 パ ネ ル
500  バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(25) JP 2006-309228 A 2006.11.9



【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(26) JP 2006-309228 A 2006.11.9



【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

(27) JP 2006-309228 A 2006.11.9



【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

(28) JP 2006-309228 A 2006.11.9



【 図 ３ ２ 】

(29) JP 2006-309228 A 2006.11.9



专利名称(译) 表示装置

公开(公告)号 JP2006309228A 公开(公告)日 2006-11-09

申请号 JP2006118540 申请日 2006-04-21

[标]申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

[标]发明人 平井彰

发明人 平井 彰

IPC分类号 G02F1/1335

CPC分类号 G02F1/133555 G02F1/133528 G02F1/133536 G02F1/13363 G02F2001/133538 G02F2001/133543 
G02F2001/13355 G02F2001/133562 G02F2001/133638 G02F2413/03

FI分类号 G02F1/1335.520

F-TERM分类号 2H091/FA02Y 2H091/FA08X 2H091/FA08Z 2H091/FA10X 2H091/FA12X 2H091/FA12Z 2H091/FA15Y 
2H091/FA29Z 2H091/FA31X 2H091/FA37X 2H091/FA41Z 2H091/HA06 2H091/HA07 2H091/HA09 
2H091/LA16 2H191/FA02 2H191/FA02Y 2H191/FA14 2H191/FA14Y 2H191/FA22 2H191/FA22X 2H191
/FA22Z 2H191/FA24 2H191/FA24X 2H191/FA26 2H191/FA26X 2H191/FA30 2H191/FA30X 2H191
/FA30Z 2H191/FA55 2H191/FA55X 2H191/FA81 2H191/FA81Z 2H191/FA95 2H191/FA95X 2H191
/FB02 2H191/FB05 2H191/FC33 2H191/FD07 2H191/FD09 2H191/FD12 2H191/FD22 2H191/FD26 
2H191/FD43 2H191/GA08 2H191/GA19 2H191/GA23 2H191/HA06 2H191/HA11 2H191/HA13 2H191
/HA15 2H191/LA22 2H191/NA13 2H191/NA17 2H191/NA34 2H191/NA37 2H191/NA41 2H191/PA44 
2H191/PA68 2H191/PA85 2H291/FA02Y 2H291/FA14Y 2H291/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FA24X 
2H291/FA26X 2H291/FA30X 2H291/FA30Z 2H291/FA55X 2H291/FA81Z 2H291/FA95X 2H291/FB02 
2H291/FB05 2H291/FC33 2H291/FD07 2H291/FD09 2H291/FD12 2H291/FD22 2H291/FD26 2H291
/FD43 2H291/GA08 2H291/GA19 2H291/GA23 2H291/HA06 2H291/HA11 2H291/HA13 2H291/HA15 
2H291/LA22 2H291/NA13 2H291/NA17 2H291/NA34 2H291/NA37 2H291/NA41 2H291/PA44 2H291
/PA68 2H291/PA85

优先权 1020050034414 2005-04-26 KR
1020050034416 2005-04-26 KR

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供透射反射或反射液晶显示装置，其中外部光的利用
效率增加并且反射亮度进一步增加。解决方案：反射偏振片，四分之一
波长延迟器和功能性透明基板依次设置在透射反射或反射型液晶显示装
置上。另外，依次设置四分之一波长延迟器，选择性圆偏振光透射反射
层和功能性透明基板。特别地，功能性透明基板的上表面具有第一刻面
和包括胆甾型液晶层的第二刻面。因此，从四分之一波长延迟器或选择
性圆偏振光透射反射层入射到功能性透明基板的光的一部分在第一小平
面和第二小平面上连续反射，并再次入射到第二四分之一波长延迟器或
选择性圆偏振光透射反射层。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3ced9775-ed97-4b43-a28c-d28b1f013fab
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037186470/publication/JP2006309228A?q=JP2006309228A

